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1．調査の概要

1．1調査の目的

　本調査は、ナチュラルアナログ調査の一環として昭和62年度に東濃地域の表層水理調査として

実施した「現地調査による水理地質構造の解析」結果に基づき・水理地質調査ならびに河川流量観

測を行い、河川流量と流域の水理地質構造との関係を明らかにし・水文観測地点選定のための基礎

資料を得ることを目的として行うものである。

1，2調査地域

月吉鉱床を中心とずる約5k皿2

1．3調査方法

本調査では上記の目的を満たすための次の調査を行った（図1－1　参照）

①渇水期の河川流量および電気伝導度の測定

②瀬戸層群の体積と流出高の関係の検討（再検討）

③ボーリングコアの観察とボーリング柱状図の検討・整理

④調査地域の精密地質踏査によるルートマップ・地質図・断面図の作成

⑤水文観測地点．の選定

⑥水文観測システムの構築

特に①と②にっいては昨年度のデータとの比較検討を行っている。
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一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計画・準備

　　　　　　　　　　　地質調査

　　　　臨存文献の収集　　　　　　現地地質踏査

ボーリングデータ　関連文献　割風層岩構

の検討一整理の1集昔化序層造

　　　　　　　　地質図・断面図の作成　　　　瀬戸層群体積算出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地域の水理地質構造の解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1、1　調査の流れ

河臓量測定匡気騨

流出高の算出

　　　　　前竺一タとの比　言寸

水文調査

君気電導度の測定　河川水の採水

水質分析



2．地質調査

2，1調査の概要

2，1．1調査地域

　調査地域は月吉鉱床周辺の約5k㎡の範囲である。図2－1に調査対象範囲を示した。

図に示すように、調査対象地域は東縁を日吉川、北縁を柄石川分水界、西縁を睡澗川

分水界、南縁を土岐川にそれぞれ限られた範囲である。

2，1，2調査内容

　本調査では調査地域の水理地質構造を明らかにするために、次の項目について現地

踏査を行った。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

瑞浪層群・瀬戸層群の岩相の識別・分布の把握

瀬戸層群の基底面の標高の確認・分布の把握

瀬戸層群の基底面の傾きおよび凹凸

力コウ岩の風化状況・変質状況の確認

地暦の層理面・葉理面の走向・傾斜の計測

力コウ岩・瑞浪層群中の節理・断層の識別と走向・傾斜の計測

瀬戸層群の細分（特に陶土層の広がり〉

月吉断層の確認

既存文献・ボーリングデータの検言寸・整理

一3一
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2．2調査地域の地質

2．2．1層　序

　本地域の地質層序は既存資料によると下位より基盤力コウ岩・土岐來炭累層・明世

累層・生俵累層・瀬戸層群の順とされており、各累層閤に不整合が考えられてきた

（動燃1983、糸魚川1980、柴田・糸魚川1980〉。

　しかし、本調査では調査地域の精査とボーリング柱状図の検討を通じて、上記の層

序関係について異なる結果を得たのでこれについて詳述する。

　図2－2に今回の調査結果に基づく謁査地域の地質図を、図2－3に模式地質柱状図を

示す。尚、巻末に地質図（1：5，000〉および断面図（1：5，000〉を付してある。

　図2－3に示したように、本地域の地質中に顕著な不整合関係が認められるのは瑞浪

層群の上下の境界面だけである。

　明世累層相当層の基底礫岩に相当するものには現地での確認とボーリングデータに

よればカコウ岩礫を含む礫岩と泥岩角礫を含む礫岩がある。現地では明世累層相当層

と土岐來炭累層相当層は漸移関係と見られる地点が多く、これらの“基底礫岩”に相

当するものの露出はほとんどない。前者はカコウ岩礫を含むということでむしろ下位

の土岐典炭累層相当層に含めた方がよく、後者はその分布状況から他の堆栢盆地（お

そらく北方の本郷地域）からの一時的な流入により（同様の分布を示す含礫泥岩と同

様の機構で）もたらされたと推定されるもので不整合とするには疑問が残る。

　又、生俵累層相当層の基底礫岩とされる礫岩は正馬様洞最上流で露出してあり、淘

汰の非常によいアルコース砂岩を基質とするカコウ岩礫主体の円礫岩で・上下の岩相

は上位のものがやや泥質物が多いといった程度でほとんど変化が見られない。

　　　　　　　　　　　　　　　　上下の岩相は両者とも凝灰質細粒砂岩～シルト

岩で肉眼的に区別できない。礫岩層の上下で堆積環境の急変などは考えられない・

これらの特徴は一連の堆積物中にもたらされた礫岩層として層内礫岩としての性質を

持っていると言え、明世累層椙当層との間に不整合を考える必要はないことを示す。

　次頁に、生俵累層椙当層の「基底礫岩」の見られるボーリング柱状図（A聡2号孔）

とこれの見られないボーリング柱状図（A114号孔）を示す。A122号のものでは、土岐

爽炭累層担当層の上限を軽石凝灰岩の粗粒都の上限に設定し、これ以上を明世累層椙

一5一



葎響翻難
墾闘選一：

　　．．．劉

　瑞
パ
中浪
新

世層
〉

　群

ハ
白一一

亜力
紀コ
1ウ
古岩
第類

紀

）

ム

ムム
ム

ムム
ム

十

十

十

十

十

×

x

x

礫

岩

岩相

チャート礫卓越

濃飛流紋岩礫卓越
粘土層

層厚

～50m

明
世
累
層

相．二4

巻1鰺鹸∵

土
相岐’

磯
層矯輔轟’

基

努
暑／筑

凝灰質三ノノレト岩

　～細粒砂岩
円礫岩（層内礫岩）

凝灰質中粒砂岩

　～泥質砂岩

～40m

含チャート礫泥岩

泥岩角礫岩（同時礫含む）

～50m

青灰色～濃緑色凝灰質砂岩．

アルコース砂岩基質角礫岩

＿．．マ覚化部，，＿．．．．

シーティング節理卓越部

垂直方向節理卓越部
　（方状節理）

数m～10m？

地上で数m
地下で数10m

～10m

10m±
100m以上？

図2－3　調査地域模式地質柱状図

一6一



訊舘検暦柱状図　丁’
1“ ㍗吻“卜1臨
r罰　　，■。の帽艮房7
臼i ロ』鷹 イ酔 ヴ㌣脈18”PIP

，　　、　｝』ウr・ ’

　κ一4
軍

ロワロ　ド　 ぼロロのヒロロ

・ 墨i烈， 覇藤o

「1

ギe

p」

『臼

‘』一

一1』！

二7下・二

rマ臣蜘

堀り“』n

一　一
『』甲 π

pl』

u

浦蒲　………　ヨ1階

” lll惜
園

I
鯖馳ヤ側

F・

アドひ　ツリぬむ
1』

：．1』

1
・1ゼ

，！

ヒ
「篇

楓

（ ，i欝「眉」轡可・蔽

　盟こ　含陀　検　　層　　凌士　　妖　　図

パドげしド

．レ“ 　髄魅屍騰『”一
　　　　リ　ロ　ロヲびずドコ

＝　 耽1 ・畠甑
。』、rr．、”、傭傾凹o崩創1’

げ一か

警

い淵
，『ヨ

個
肖ひ“

剛

無［
ql

：＝1

炉

P ’

ぞ

ヂ、

晶L 、

！・

＿ ㎡

副ゐ補■嚇㌧ ン イ

　 ’、

l

　　
ロ

　　ゆド　て蝦II，
一　ll I

・鎧一1

’li「　　→ 一

iill」　　　1計 ＿　 1ii箇『写
熱 ＿一」11隅r↓
’・ 　　　士1ir一

蕪羅嚢1

lr・り

］
”’1’1

　　

1≡「I
lT ⊥」＿llll

　

聖

5

η；

卜

型

距i 細に ！

羅、辮 i瀟

灘…羅醐鍵

毒層碁　劇r葎三i丑

而、j肖騨磯，嚇 『

’

b
P、

1晒

・1，囎
吐1胴一

「・：1

至L

｝ト　閣レ『＿、

　リげ しるゆ

π漏

i一隔P・ぜ

　リマリどり
趣

…←’”

、．陶二潤

．因一一
町1

八

－一一一’1餌M　

縢蓋
ダ I惜’単w・

曜＿
¶1』』噌一1
覧『駄、L
『■ら、り監■r

　ロトゆリドコ
『1瞬鶉

巴灘欝
F・ウ

ρo

　　　　ドも

麟ヨ織羅

」田無！　、111蹴

騰　盤蝶

黒『

τ

Fト

d，

．r」・

・

1‘”　

F『’－

・「引

び“M

』用』一晶哺

＿o［μ匹閣陸

鵯，毎n匹、吐 禰鶉購離騨

雛籐灘翻
i無・轟調
檬匡日華編

　 、F 　　”

一7一



当層とした。又、A↑14号孔ではカコウ岩巨礫岩のうち最上部のものの上限をもって土

岐爽炭累層の上限とした。A114号孔では軽石凝灰岩がまとまって出現する部位が存在

しないためカコウ岩櫟岩の上限に境界を設定している。両者のボーリングデータから、

同一時閻面としての土岐爽炭累層相当層の上限は、軽石凝灰岩とカコウ岩巨礫岩の上

限のどちらかに設定するのが適当である。A122のこの面の標高が187肌、AU4が196

肌でほぼ一致することも同時問面としての妥当性を示すものである。

　冒頭に述べたこれまでの層序と上述の今回の現地調査による層序関係については、

十分な対比検討が必要である．今回は調査地域が瑞浪盆地の縁辺部にあたるために模

式地との対比検討を欠いていること、およびこれらの「基底礫岩」が同一時闇面とし

ての性格は依然として持っていることから相当層という形で名称と区分けを存続させ

る。これは他の相当層についても同様の主旨である。調査地域内ではこうした呼称で

以下の各章を記述し、調査範囲が拡大した段階で累層と部層の区分設定を行うことに

する。

　瑞浪層群の上面は瀬戸層群によって大部分が被覆されている。又、一部は削剥を受

けている。濃飛流紋岩など調査地域内に得られない異質な礫を含む礫岩を大量に厚く

堆積させており、明らかに堆積環境と供給源が異なっている。堆積年代も異なり・中

新統の瑞浪層群との時間間隙も500万年程度が考えられる（図2－4）。これらは瑞浪層

群と瀬戸層群の問に明らかな不整合関係があることを示す。

　調査地域の基盤岩として瑞浪層群の下位にはカコウ岩類が存在しており、白亜紀末

～古第三紀（80～55融〉σ）形成年代を持っている（原山地1985）。この上に存在した

古生層の堆積岩類はほとんど削剥されて おり、瑞浪層群の堆積前に顕著な削剥期間

（4，000万年程度〉が存在する。これらは両者の関係が明瞭な不整合（無整合）である

ことを示す。

　以上の麿序の設定は岩相層序において神山他（1966）の示したものに基本的に一致

している（図2－5）。

　尚、本項で示した地質図および付図断面図作成の際使用したボーリングデータの検

討結果を巻末に付す（ボーリングデータ整理表）。
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2，2．2岩　相

　調査地域に分布する岩相の慨略は前項で示した（図2、3）。ここでは、3分した地質

区分（カコウ岩類・瑞浪層群・瀬戸層群〉の中での岩相変化について詳述する。

1）　カコウ岩類

カコウ岩類、には基盤岩としての性質を考慮して次のものを含める。

a、カコウ岩～カコゥ閃緑岩

b．石英斑岩脈

C．カコウ岩貫入時の接触変成岩

　今回の調査では、カコウ岩～カコウ閃緑岩の細分は行っていないが、石原・鈴

ナ110Rq、け咽杏楠域r⇔布廿ろカコリ岩類を劇．分しておらず、斑状黒雲母力コ
ぞ　ドし　　　ヤ　　ド　ソ　リ　リ　 ノ　　　　ゆ　ぬ　ニ　ドヨ　　フ　　ド　　 ノメ　　 ドド　　　ず　　　 サ　　　　　　　　　　　 ド　　　ロリ　 ド　　　　　ユ

ウ岩として一括している。この文献によれば、本地域のカコウ岩はカリ長石の斑

晶（一般に↑2×25㎜以下）が特徴的で、基質が皿皿以下のため斑状に見える。カリ

長石の斑晶量と黒雲母量は変化に富み岩体としては不均質であるとしている（図

2－6、2，7、2．8〕。

　現地の肉眼観察ではむしろカリ長石の斑晶が大きいものは少なく、中粒で等粒

状の黒雲母力コウ岩が普通である。日責川出口付近中央道高架下の新鮮なカコウ

岩中にはペグマタイトの小岩体が球状～レンズ状に入り込む弱い片状を示すカコ

ウ岩（写頁1）や一部に熱水変質によると思われる緑変が観察される露頭がある

く写頁3）。これらの岩相変化は部分的には見られるが・カコウ岩類の不均質さは

風化程度や節理系の傾向により強く表われている。これは別項で述べる。

　石英斑岩脈は日吉川出ロ中央道高架の南方で露出が見られ、幅7現でカコウ岩

中にほほ鉛直な岩脈として貫入している。走向はほぼ閣一SE方向である。亜円形

の高温石英の仮昌が特徴的で長石類の長方形の結晶とともに斑晶を形成している

（直径は1σ皿前後〉。基質は淡緑色で微晶質である。カコウ岩とともに新第三系

の基底に礫として取り込まれており、石英斑岩の貫入年代はカコウ岩類の形成年

代と大きな差はないと推定される。この他、動燃1鴨3の示した地質図には調査地

域内に、他に2本の岩脈を記載している。今回の踏査ルートからは外れているた

め、地質図では同図にならって分布を表現している。

柄石川中流（狸岩川との合流部付近）の河床部には、カコウ岩が古生層に貫入
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図2－6
「土岐カコウ岩」の岩相変化とウラン鉱床の位置（乃厘ら，19四に加筆）

　焔線内は今回の調査範囲　太線は図2－7の図示範囲
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「土岐カコウ岩」の鉱物容量比変化　　（鈴木ら」9田に加筆）

実線内は今回の調査範囲

一13一



　　　■＿一一一図2－8　月吉鉱床の基盤カコウ岩の岩相変化（動燃　1988に加筆〉
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した際に生じたホルンフェルス（チャートを源岩とするもの）が見られる。周囲

のカコウ岩は有色鉱物をほとんど含まず、産状も周囲のカコウ岩と異なる（節理

が密に発達し、非常に堅固）。このホルンフ■ルスはカコウ岩貫入時の頂部（ル

ーフ）に当たるもので、後の削剥（新第三系堆積以前）を免れた部分の露出であ

ると推定される。狭小な分布のため地質図中には表現していない・

2）瑞浪闇群

　瑞浪層群の岩相は、基本的に火山砕屑物とカコウ岩砕屑物によって構成されて

おり、チャートと生物遺骸（貝化石・植物化石などの大型化石〉が部分的に出現

する．一般に下位ほど粗粒で最上部ではシルト岩になっており・巨視的には瑞浪

層群全体が級化構造を持っていると見なせる。

瑞浪層群は次のものによって構成されている。

a．生俵累層相当層一一

b．明世累層相当層………

C．土岐．爽炭累層相当層

凝灰質細粒砂岩～シルト岩主体

凝灰質中粒砂岩主体

力コウ岩の巨礫～大礫からなる角礫岩主体

土岐爽炭累層相当層

　最下位の土岐爽炭累層相当層は瑞浪層群中で最も粗粒の砕屑物によって構成さ

れており、基盤力コウ岩上に堆積した海進初期の陸成の堆積物である。

　基盤力コウ岩の最上部はマサ化が著しく、カコウ岩の組織を保ってはいるが砂

状になっている。土岐爽炭累層相当層は、基底でこのマサ上にマサが水流によっ

て運搬されたと思われるアルコース粗粒砂岩を堆積させている。両者は粒度や粒

子形態（ともにaug田ar）が非常に類似しているが、アルコース砂岩は有色鉱物

をほとんど欠く点とカコウ岩組織を残していない点で区別できる。両者の境界に

は褐鉄鉱（limonite）が不規則な形態で沈積していることがあり、境界面の示標

になる。

　アルコース砂岩層の上位にはカコウ岩の大礫～巨礫（径数10σ皿～数肌）を含む

角礫岩層が堆積している。礫種はこの他に石英斑岩・凝灰質泥岩・（チャート）

があり、基質はアルコース砂岩の他に濃緑色～青灰色の凝灰質細礫岩・砂岩・泥

岩の場合があり、これは基質としてではなく同時礫として含まれる場合がある。

この上位には凝灰質細粒砂岩～泥岩層（一部互層をなす）が来るが、これは前の

角礫岩層の基質と同質のものである。月吉橋北方ではこの他に泥岩角礫岩が見ら

れるが、この岩相は上位の明世累層相当層に含めるぺきかもしれない（前項で記

述）。
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　以上のように、土岐爽炭累層相当層の岩相は下位から上位へとカコウ岩砕屑物

の量比が減少しており、これに代って火山砕屑物の量比が増大していくという変

化を示している（図2－9）。上限は粗粒火山砕屑物あるいはカコウ岩砕屑物の消滅

をkeyとすることができる。

　魁　　　　’火山砕屑物　ノ

　　　　　ノ

　　1〆
　1
カコウ岩
源、砕屑物

　瞳

】oo 0

　　
★△他堆積盆との干渉
　△
　△　◎
　△
　△
　△　◎
　　◎
　囑◎
　想蟹
　’ヨヨ…i

　尽e
　　辱
　　鎚

Swamp

IUver

図2－9　土岐爽炭層相当層の時系列的岩相変化と地史的事件（概念図）

　又、本層は瑞浪層群中で最も直方向の岩相変化に冨んでおり、特に月吉チャン

ネル（後述）の中央部など層厚の厚いところではボーリングデータの対比が難し

い。

明世累層相当層

　瑞浪顧群の中位に位置する明世累層相当層は、凝灰質中粒砂岩を主体とする

ほほ均質な岩相で貝化石・植物化石を多産する層準がある。泥質物の含量が上

位に向って星比が増加し、これと共に貧化石相を示す。これは安定した堆積盆

での一連の海進の進行（深海化の過程〉を示すものと考えられる。この関係を

下図に示す。

火山砕屑物

100 0

　■　■　■　一　噸　■　■　■　o　■　『　歯　ロ　・　　　　　　　　ShaIlowSea
　△
　△
　△
　△
　　
★　△　他堆積盆との千渉

　　
　粛
　壇
　ヨ
　望

図2 10　明世累層相当層の時系列的岩相変化と地史的事件（概念図）
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　本層はほぼ均質な構成の岩相であるが、異質な岩相として上位に含礫砂質泥

岩層が存在する地域があり、調盃地域では日吉川沿いの月吉橋北方にのみ見ら

れる岩相である。この岩相は、砂質泥岩に黒色チャート・カコウ岩・凝灰質泥

岩の小礫～大礫（数σ耀～数1飴皿）を散点的に含むもので、無層理塊状の堆積物

である。おそらく現在の土石流あるいは泥流に対応するものが生じが未固結状

態で海底にまで達した堆積物と思われる。調査地域で局所的な分布を示すこと、

および産状がこの推定の根拠であるが、東方の狭閤川でこの層の延長を確認し

ており、東方あるいは北方の堆積盆で主体をなす岩相が一時的に流入したもの

と思われる。

生俵累層相当層

　生俵累層相当層は瑞浪雇i群の最上部で、海進の最も進んだ時期の堆積物であ

る。シルト岩を主体とし、大型化石の産出は稀である。

　この底部には円礫岩層が存在し、直径数σ皿～1珊程度のカコウ岩・チャート

の礫を含んでいる。正馬様洞最上流の露頭ではこの礫岩は成膚構造を示す淘汰

のよいアルコース砂岩を基質とする礫岩層で、一時的に強い水流があったこと

を示している。下位の明世累層相当層の最上部と礫岩層より上位の生俵累層相

当層の閤には小規模な削剥はあるものの、層相に変化はほとんどなく、整合一

連の堆積物中に突発的に土石流堆積物がもたらされたといったような事件を考

えるのが妥当である。これは、前述した含礫泥岩層や泥岩角礫岩層（前項｝と
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同様の機構による堆積物と見なすことができ、瑞浪層群堆積時の各小堆積盆間

で蔑度かの干渉があったことを示唆している。

　シルト岩は無層理均質であり、極めて安定した堆積環境で定常的にもたらさ

れた細粒砕屑物によって構成された岩相である（図2－11）。

火山砕屑物

　　　力畷
100 0

　ひ　，
　■　■
　■
　一　ロ　：　　　　　　　De叩Sca
　・　一　・　

　　

　＝
索　1他堆積盆との干渉
　1
　標　胤　、』＝
　・刃

　×

図2－11　生俵累層相当層の時系列的岩相変化と地史的事件（概念図）

3）　瀬戸層群

　瀬戸層群は、以上に述べてきた下位の各層の全てとの接触関係が確認でき、下

位層がほぼ固結した後にこれを削剥して調査地域全域を覆った堆積物である。

　細礫～大礫からなる円礫岩を主体とし、下位に粘土層や砂質粘土層の薄層（厚

さ1～3汎）を1～2層央んでいる。礫岩を構成する礫種はカコウ岩・チャート

・濃飛流紋岩・泥岩・火山岩で、基質は白色極細粒凝灰岩・アルコース質礫質砂

岩があるが陶土層を挟在する下位は基質として前者が優勢のようである。

　又、最上部にはカコウ岩の強風化による生成物である赤色マサに由来する赤色

土を基質としたものが見られ、2次堆積物と考えられる。又、陶土層の付近には

炭質物の薄層（厚さO，5肌程度）を挟む場合もある。　　　　　図2一雀に模式柱

状図を示す。

　　　　『　　　　　r
　　　I　　　　I
　　　o　I　　　l
　　　一　L　　　　，　　　』

　　　　　　　り　　　ハ　ヒ　　　　ロ
　　　。1　・δ　　　　　　　　i引　　　　←

　　　　礫楕　成

図2－12　瀬戸層群の時系列的岩相変化と地史的事件（概念図〉
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　基質の粒度や礫種構成・堆積構造は、中位で変化しているが境界はどの露頭で

も明瞭でない。又、クロスラミナの他にチャンネル構造を持つところもあり・下

位の削剥を示している。これを礫として瀬戸層群中に取り込んでいるものもある

（写頁27〉。瀬戸層群は全般に露出が悪く、採土場跡のほかにはほとんど層位関

係を観察できる露頭がない。又、層厚も調査地域では40肌以下とうすい。瀬戸層

縦の細分は今回の程度の現地調査では難しいと言える。

　赤嶺（1954〉は、瀬戸層群の生成過程を模式断面図で示しており（図2－13、

2－M）、陶土図（ここでは土岐口陶土層1は地形的凹所にカコウ岩風化物と凝灰

岩風化物が集積して形成されたとしている。これは瀬戸層群が堆積する前の堆積

間隙（約500万年）に生成された風化物が・瀬戸層群の堆積の先駆としてまず地

形的凹所に選択的に堆積したことを示す。
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図2－13　瀬戸層群の模式断面図（表蕊，195午より）
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図2－14　瀬戸層群の生成過程　　（素姦，1954より）
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2，2，3地質構造

　調査地域の地質構造は概念的には非常に単純な形成史をもつものであり、カコウ岩

上に形成された堆積盆を瑞浪層群が埋積した後、堆積間隙をおいて瀬戸層群がこれを

被覆したといったものである。大規摸な断層・摺曲は見られず、商水準の変動によっ

てほとんどの事象は説明できる。

　野外調査やボーリングデータにより地質断面図を作成する際に、最も困難な点は基

盤岩の形状の把握である。カコゥ岩の基盤が新第三系堆積以前に匿に起伏を持った複

雑な地形を形成しており、しかも、この原地形が現在の地形にあまり反映されていな

い（例えば、カコウ岩のチャンネルが東西あるいは北西一南東方向なのに対し、現在

の谷系は南北方向である〉。

　又、瑞浪層群は固桔後から現在までに多くの割れ日を内部に牛じており・現在もこ

れを利用した陥没や地すべりが生じている点は地質構造の把握の上で注意を要するも

のである。

　さらに、半固結の瀬戸層群が堆積盆全体を覆っているため、瀬戸層群の流動（地す

べり）や埋谷堆積物の存在が地質構造を解明する上で混乱を招く要素となっている。

以上に挙げた地質構造解明上の留意点はまとめると次のようになる。

①　カコウ岩の原地形の把握

②断裂系と陥没・地すべり地形の把握

③　瀬戸層群の堆積時の基底面の把握と2次堆積物の識別

②は次頂に、③は3・4章で詳述する。ここでは①について述べる。

カコウ岩原地形の把握

　動燃（19錦）には、ボ‘リングデータによる基盤力コウ岩の地下等高線図が示され

ている（図2司5）。これで明らかなことは、現在地上に露出するカコウ岩は瑞浪層群

堆積以前に既に「山腹勾配の急峻な谷地形（チャンネル構造）」を形成していたこと

である（図2－16、17、18参照）。

　この谷地形（月吉チャンネル）の特徴は次に挙げるようなものである。

①主チャンネルの平均河床勾配は89度で、

　（図2－18）。

2ヶ所に顕著な勾配変化点がある
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図2－18 基盤カコウ岩のチャンネル構造縦断図（縦横比1；1　動燃198呂より作成）
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②　中流部の谷底に比較は規模の大きい平坦面（勾配3。～6。）を持つ。平坦面

　の広がりは幅300肌、長さ1，200旧程度で、チャンネル出ロ付近では100現以下

　の幅になる。

③　チャンネル出口は両岸から尾根が迫って、狭窄部になっている・この直下に滝

　（ないしは瀬）と推定される急勾配（200）の河床が形成されており・下流の緩

　勾配の河床までの落差は約50肌である。

④　急斜面で構成される範囲は幅700η1、長さ1，500肌の範囲である。

⑤　この急斜面を刻む支谷は河床の平均勾配でも15度以上あり、現在で言えば土石

　流の発生域と認定できる。

　このチャンネル構造は現在まで保存されて地下にあり、その後の地史やウラン鉱床

の広がりを考え併せると一個の独立した堆積盆と見なせる。これは又・地質時代を通

じて、さらに現在までの地下水の流れを規制していると考えられるので地下水盆とし

一r t，撤禽ヒッ十アL 士、爪r丙濫　ス　レ宅二｝　r⊃いレ1 ス　！　ノ1畜「昌曇羊）ボ、
、　　）肋端”ロ　フ　 ーα　）〕！　 、　》ノ‘α　』　o■」　ノ　I　v 四　　曳　’丁　噌曹　㌧　μ『　ノζ　’　　o

　このチャンネル構造は、瑞浪層群と瀬戸層群によって完全に埋積・被覆され、その

後の削剥によって堆積盆縁辺部の基盤力コウ岩も地上に露出している。

堆積盆（月吉チャンネル）の埋積過程

　堆積盆の埋積過程を現在地上に露出している各層の分布から推定する。図2－19には

土岐來炭累層相当層の地質図での分布を、カコウ岩の等深線図に重ねて示してある。

現在地上に露出するこの曝準は、多くはカコウ岩の露出と接触する堆積盆の縁辺部

であるから、堆積盆が全く傾動してなければ（ほぼ水平な堆積状態の堆積物の場合に

は）、ある一定の標高以下の範囲におさまる筈である。図示したように、多くは標高

200氾までの範囲におさまる。全ての露出を網羅するためには250翫の標高まで上げ

る必要があるが、そうすると開いた地形の形状をとることになり・本層の古環境・堆

積環境（還元状態であることなど）を説明できない。標高200肌を越える部分は全て

チャンネルの支谷にあたっており、チャンネルの本流に達しない崖錐惟の谷底堆積物

であると推定される。つまり、水層は中央部ではほぼ水平な堆積状態にあるものの周

辺部ではかなり傾斜を持った堆積状態にあることがわかる。

　この上位の明世・生俵累層相当層の場合を同様に図示すると（図2－20）、標高275

翫のレベルでほほ全ての露頭をカバーできる。ただ、この場合上面は上位に来る瀬戸

層群による削剥量を考慮する必要はある。明らかに言えることは・本層が堆積したこ

とにより前述の堆積盆は完全に埋積される結果となっており土岐爽炭累層相当層の時

代よりも堆積盆の単位が拡大しているということである。
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　又、海成層である本層は土岐爽炭累層相当層と異なり、堆積盆の全域でほほ水平な

堆積状態にあったことがわかる。

最終的に瀬戸層群が堆積するとこの地域は全面にわたって覆われることになり・

370肌のレベル以上までが堆積物に覆われている（図2－21）。
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2．2，4割れ目系

　半固結岩である瀬戸層群を除いて、固結岩で構成される瑞浪層群とカコウ岩類では

地下水の水みちとして割れ目の存在が重要となってくる・調査地域を含む瑞浪地域に

は顕著な断層として月吉断層が瑞浪層群とカコウ岩類の固結岩類を切るとされている

（動燃1989、糸魚川1980）が、こうした規模の大きな割れ目以外の小断層や節理系に

ついての報告はほとんどない。

　今回の現地調査では露頭で見られる割れ目の走向傾斜を丹念に収集しており・カコ

ウ岩中の割れ目（節理・小断層）と瑞浪層群中の割れ目について各々一定の成果が得

られた。両者の傾向はいづれも地形に反映されているため・航空写夏（昭和56年撮影）

によるリニアメントの判読も行い両者の正合性についても検討している。

1、　　酒r　r㌧崇由の罰1おEヨ
ー　ず　　　　　　ノリ　　ー4　　 －　　、i　　l　　　冒ず　　9　」　　　『　一

　カコウ岩中の割れ目は次節に述べる風化の影響を強く受けて発生しており、図

2－22に示すように地表に近い方では現地表面に沿うようなシーティング節理が発

達しており深部では垂直方向の節理が発達している。

　こうした関係が明瞭に観察されるのは調査地域東方の日吉川沿いと、賎洞第一

池周辺である。こうした所では地形の起伏に沿って・谷部ではシーティング節理

のみが観察され、尾根のカッティングでは下部に垂直方向の節理の卓越部・上部

にシーティング節理卓越部が認められる。

　シーティング節理は前述のように現地表面にほほ平行に発達しており・浅部ほ

ど節理面閤隔が狭い。又、垂直方向の節理には直交する2方向があり、場所によ

っては方状節理の形態を持っている。方状節理は調査地域南部の土岐北高校南部

の沢沿いや簸洞最下流部のカコウ岩類に顕著である。

　現地での観察の際には、こうした割れ目の階層を把握することにより基盤岩

の削剥程度を推定する（過去の地形面を復元する）ことができる（次項で検討

する）。

割れ目の順序関係

　日吉川出口付近の道艶の新鮮なカッティング部分では、前述の割れ目の順序関

係を明らかにできる。
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］　シーティング節理卓越部

　垂直方向節理卓越部

　　　　　　　　　f

風化階層区分 厚　さ 変色・充填物 備　　　　　考

マ　　サ 10m± 褐色化（limonitel 谷よりも尾根上で厚い．

シーティング　節理卓越部

10m±
・変質による緑色化・褐色化（Limonitω 節理間隔＝2－3本／m現地形面にほぽ平行する。

垂直方向節理　　卓越部

50m十
節理間隔：　～5本／m節理集中帯が見られる。

図2 22　調査地域のカコウ岩に見られる割れ目の階層
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　写真3τに露頭写頁を示してある。ここでの露頭ではカコウ岩に顕著な変質によ

る緑変が生じており、シーティング節理に沿う部分では更に茶褐色に変色（風化

による）している。垂直方向の小断層がこれを切っており、この断層面はほとん

ど茶褐色の変色が見られない。この関係を節理同士の場合に当てはめれば、シー

ティング節理の形成後に垂直方向の節理が形成されたと考えることができる。

　又、これらの匪理系は岩石組織に強く影響されており、日吉川下流部のカコウ

岩ではペグマタイトの小岩体は必ず垂直方向に偏平なボール状～レンズ状の形態

を取り、これに対し鉱物粒は水平方向に配列し、幅1σ皿程度の間隔の片状構造を

呈している。　　　　　カコウ岩中の割れ目の形成はこれらの岩石の組成、構造

を利用したものと見なせる。

割れ目の方向と頻度

　図2逡3には調査地域のカコウ岩のシーティング節理画の傾．きを示してある。シ

ーティング節理は過去の地表面に平行と考えられ・この傾斜方向は谷向き斜面を

示すと考えられる。

　図示したシーティング節理の傾斜方向は、柄石川周辺・駿洞分岐部・日吉川中

流・定林寺池周辺などカコウ岩と新第三系が接する部分では基盤の地形面と非常

によく一致するが、南都のカコウ岩分布域内のものはバラツキが大きい。これは

旧地形面よりも現在の地形面を反映しているためか、あるいは旧地形の複雑な凹

凸の影響を表わすものと思われるが現在のデータだけでは判断できない。おそら

く新第三系がカコウ岩を被覆している範囲ではその時期の地形面を反映するシー

ティング節理が保存されているので、その後の地形開析の影響を受けず新たな節

理形成が少ないためだろうと考えられる。

　図2－24には調査地域内に分布するカコウ岩の垂直方向の節理面のシュミットネ

ット投影図を示した。全部の割れ目をまとめた図く図2・25中）では・ 方状節理を

示す形の投影図になっている。

21　瑞浪層群中の割れ目

瑞浪層群中の割れ目には次のようなものが見られる。

①　スレーキングに伴う割れ目

②　llmonite・黒色充てん物によって充てんされた罰れ目
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③

④

⑤

⑥

垂直的な傾斜を持つシャーアな割れ目

断層に伴う破砕割れ目（月吉断層〉

瀬戸層群のチャンネル下部に見られる割れ目

「地すべり．1に伴う開口割れ目

スレーキングによる割れ目

　スレーキングによる割れ目は現在地表に露出する岩石に見られるもので、特に

生俵累層相当層のシルト岩で顕著であるが明世累闇相当層中にも見られる。前者

はサイコロ状、後者は薄片状に割れる性質がある。

剥離形態の糧違は単に現在の水理条件に支配されているだけかもしれない。

1繍oniしe充てん割れ目

　llmonlteに充てんされた割れ目は過去に生じた割れ目と考えられる。樹枝状お

よび直線状の形態を持っている。これは明世累層相当層にのみ見られる。

黒色物質充てん割れ目

　黒色充てん物を伴う割れ目は謂査地域北東の柄石川出口南部の土岐爽炭層桐当

層中に見られ、岩磐のプロックの周辺を網状に取り巻いている。フロックは角礫

状で直径は5恥配前後である。こうした黒色充てん物はカコウ岩中に見られること

もあり、睦洞第一池周辺のマサ中に同様のものが見られる。東濃鉱山の坑道中で

も割れ目を伴う黒色充てん物は確認されており、鉱床生成時に関運した物質であ

るかもしれない。

垂直的な割れ目

　垂直的でシャープな割れ目は瑞浪屠群中に多く見られるものであり、地形にも

反映されている。　／肌あたり3広以上もの密度を有する場合があり、正馬入ロ付

近や正馬桟インプレース付近および月吉橋北方の河床に顕著である。これらの割

れ目は露頭で見る限り変位はほとんど見られず、単なる節理と考えられる。断層

運動に伴う割れ目系であるかどうかは判然としないが、フォトリニアメントには

明瞭に読み取れるものである（次項で詳述）。

断層破砂による割れ目（図2－25、26を参照1

　断屡破砕に伴う割れ目は柄石川・日吉川合流部南方のEl畜川河床部の土岐爽炭

累層担当層中に見られる。これは従来から提唱されてきた月吉断層の運過位貿に

当たっている．ここでは、岩盤は1肌径理度にブロック化されており炭質物をは
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図2－25　基盤カコウ岩のチャンネル構造と月吉断層の関係（伽／ヂ弾より）

1瞬・i

　　rンフ

LEGEND

醐
國
画
口
〔

）　z7’＝一　　一あ

r、～

05、　1

O　z、ロ5

く　D2

Fへ

　　　　　る

0
【　　　　　　【r　　　　　o■　　　　　叫　　　　　　o『　　　　　　　鴎－

図2－26　月吉鉱床と月吉断層の関係（ひL魏／ヲ雑より〉

一36一



A－B
D 　’・　　　’．　 　網

1臼1馨馨

＝野．－
1

：コ．

　　’』二

』：li三

　　1量．
．一，凶

・1

　　曽一
　　r一

　　￥■

・ヨ1・＝コ，＝コ・口し3・口〕・畠・躍・＝コーE…

ヒ瀬戸厨群，2：生俵果層，3：明髭黒眉，4：
土咬臭炭黒層（砂岩・泥岩東蓮棺），5：土岐窯炭
累暦（炭賃砂岩皇超捌，6：土咬ヌ鍛果雇（環炭
亘菅招），7：輩盤（黒婁鐸花嵐岩），8：葱化帯（高

品位司，91記化研（信品位郡），EO：拭謹孔傑

面の位盈は第4図）

図2－27　月吉鉱床断面図（山魏19写より）
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さむラミナの発達した1ブロックでは傾斜が80度以上で周辺と非調和であること、

他にこれほどの高傾斜の地層が見られないことから断層による破砕帯が想定され

る。周辺の割れ目は東西系であり、これは月吉断層の走向に合致する。しかし、

調査域では他にこのような産状を示す露頭はなく、正馬様輿の生俵・明世累籍相

当層にはこの延長は認められず、睦洞・定林寺池付近では土岐爽炭累層椙当層が

露出するチャンネルの縁にあたり、断層かチャンネルの縁かを誤認する可能性も

あり明瞭な証拠は得られなかった。これらのデータは、月吉断層が明世累層担当

層や生俵累層相当層を切っていないことを示唆するものか・あるいは断層の通過

位置に誤りがあるかのどちらかであるが現地調査データで前者の可能性が強い。

　図2－28～31に、東濃鉱山坑内の土岐央炭累層相当層のスケッチを示した。地表

での露出と同様の構成を示しているが、岩相の側方変化が激しく、この中には同

時礫として炭質物を含む泥岩があり、周囲と切りはなされ全く異なる走向・傾斜

で地層中に存在している。これは破砕に伴う変形ではなく異常堆栢として説明さ

れる。前掲した野外の露出でのブロック化も堆積形態として説明し得ることにな

る。

　以上のように、月吉断層については通過位置や形成年代およびその地史的意味

も含めて再検討が必要であろうと憩、われる．

瀬戸層群直下の割れ目

　瀬戸層群は瑞浪層群・カコウ岩の分布域の全面を不整合で覆って堆積している。

この不整合面は各所で観察できるが、瑞浪層群に対しては明らかな浸食を行って

いる。特に生俵累層相当層の上面は固結度が低かったためと思われるが顕著なチ

ャンゑル構造を介して接してており、レンズ状にプロック化されている。一部は

瀬戸曝群中に礫としてもたらされているが、下位はプロック化したまま残存して

おり水の浸透による風化が割れ目に沿って生じ黄灰色に変色している。

柄石川下流や柄石川と日吉川の合流部北方でこの露頭が観察できる。

「坤すべり」に伴う開口蓼1れ目

　陥没・地すべりに伴う開口割れ目は、調査地域南束端の匹田池周辺で見られる。

これは航空写真の判読によると、明らかな陥没地形を示しており、陥漫したブロ

ックが更に移動した際に開口割れ目を生じたものと考えられる。図Z－32に陥没地

形の分布と、これによる開口割れ目が観察できる位置を示してある・
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　この陥没あるいは地すべりは調査地域に意外に多く見つけることができる。滑

落崖が不明瞭なものもあるが、一応識別できたものを図2－32に示しておく。これ

らは地質図作成で問題となる地域に集中しており、地質時代の最近の陥漫が地質

構造を擾乱していると見てよいだろう．これらとリニアメントの関係については

次項で述べる。

　瑞浪層群中の割れ目は以上のべてきた6種にまとめられるが・それぞれの影響

深度（範囲）は異なっている。概略を下図に示す。

現 在

瀬戸層群

　　　　・r響

簾、爆

．糎

よ
・・藝

ス
レ

『
キ
ン，

グ
割”

生俵累層相　　当　層 閣上1 Ψ製　目
し目

れ目

れ …

明世累層
目甲

相　　当　層 シ

土岐爽炭累層相　　当　層 　Gr　シ　『

…テ……　イ

　ヤ…r…プ

範　目

星麟

’黒…

カ　コ　ウ岩 ン 目
グ

1は形成時期 1は影響範囲

図2－33　各種の割れ目形成時期とその影響範囲
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　これらのうち、地上水の地下への到達の上で重要な割れ目は、limonlte（褐鉄

鉱）充てん割れ目とシャープな割れ目である。露頭で連読的な割れ目として織別

できるのはこの両者に限られている。この両者について露頭で計測した割れ目の

シュミツトネツト投影図を図2－34に示す。又、図2－35、36にはAVTD法による割れ

目の走向分布を示した。現時点ではデータ数が少ないためこれから十分に有効な

結論を引き出せないが、以下の諸点は明らかな傾向として読み取れるものである。

①　調査地域内では瑞浪層群の層厚が厚い東側の地域ほど割れ目の頃度が高い。

②　力：コウ岩に比較して瑞浪層群中の割れ目はバラツキが大きく・定向性が低い

　と言える。

3）　航空写頁判読によるリニアメント

　現地調査の段階で割れ目系は地形によく反映されているといった感触を得たの

で、航空写真（1／20，000、昭和56年度撮影）を用いてリニアメントの判読を行っ

た。図2－37にその結果を示す。

　リニアメントは密度にバラツキがあり、いくつかの集中域を持っている・集中

域の中心は3ヶ所で、正馬様洞出口付近から東側山稜にかけてと磯洞出□付近お

よび磯洞中流分岐周辺である。逆にリニアメントの空白域は土岐北高校周辺・賦

洞分岐点南東の山頂平坦面：　明世ゴルフ場以北の柄石川流域である。

　リニアメントの密集域は瑞浪層群分布域であり、空白域はカコウ岩と瀬戸層群

のみが分布する地域あるいは人工改変地である。又・瑞浪層群分布域でも上位を

瀬戸層群が覆っている部分ではリニアメントの密度が小さい・瀬戸層群は半固結

岩で割れ目は現地調査では無いという結果を得ており、瀬戸層群は瑞浪層群とカ

コウ岩のリニアメント地形を覆い隠していると考えられる。
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2，2，5風化（特にカコウ岩について）

　風化の様態は気候変化に支配されており、調査地域のように新第三紀の気候変化を

経てきた地域では、現在の風化殻以上に過去の風化殼の残存の度合いが岩整の劣化状

況に影響を与えている。

　木宮（19別》は調査地域に近い三河高原に分布するカコウ岩類の風化殼について精

査し、カコウ岩の風化殻は中新世～鮮新世までの風化強度の著しかった時期の残存物

であることを示した（図2－38、39）。

　調査地域では連続的に風化の記録を保持しているのはカコウ岩類だけであり、瑞浪

層群・瀬戸層群は風化生成物を蓄積した堆積物と考えることができる。カコウ岩橘成

物は各層準の中に保存されており、基盤 カコウ岩類の風化殼の形態の観察と堆積岩中

に保存されているカコウ岩構成物の状態を検討すれば謂査地域における風化史を描き

出すことができる。調査地域ではその鍵となるものは次に挙げるものである。

①

②

③

④

カコウ岩の風化階層とその削剥程度

土岐爽炭累層相当層中のカコウ岩礫とアルコース砂岩

生俵累層相当層底部、カコウ岩礫とアルコース砂岩

瀬戸層群中の陶土層およびカコウ岩礫

1）　カコウ岩の風化階層とその削剥程度

　前掲の木宮（1981）によれば、三河高原のカコウ岩風化殼は中新選後期～更新

世中期に形成され、更新世中期にこの風化殻を侵食する谷が形成されたとしてい

る。又、カコウ岩の風化生成物であるマサの厚さは最大で45況であったことを挙

げている。

　今回の調査ではカコウ岩の風化階層については割れ目も含めて図2－40に示すよ

うな結果が得られた。マサ化しているのは地表から輸侃程度までで・その下部に

シーティング節理の卓越する“層’Pがあり、それより深部では垂直方向の節理が

目立っている。これらの関係は、賎洞第一池周辺や日吉川下流部および柄石川出

口付近で観察できる．

　図2一旧には現地調査の際にそれぞれの風化階層の段階を識別できた地点によっ

て作成した模式的な風化階層分布図である。北部よりも南部でより深層のカコウ
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山頂部で風化殻の保存が良いのがわかる
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図2－40　調査地域のカコウ岩に見られる風化階層
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岩（垂直節理卓越部〉が広く露出しており、南部の方が侵食による谷の下刻が進

んでいることを示している。

　これらの結果を堆積盆の基盤力コウ岩にも適用できるかどうかであるが、東濃

鉱山の坑道壁面のスケッチには地形に沿う方向の節理と尾根部での垂直方向の節

理が描かれており（図2－42〉、更に別のスケッチでは新鮮なカコウ岩の上部にマ

サ化したカコウ岩が載っている露頭がある（図2－43）。これは風化が堆積盆の基

底にも連続して及んでいることを示すものであり、新第三系の堆積以前に既に現

在地上に露出するものと周様の風化殼が形成されていたと考えられる。

2）堆積岩中のカコウ岩砕屑物から見た風化史

　前述のように、新第三系中には様々な形でカコウ岩砕屑物が供給されており、

カコウ岩基盤の風化と削剥の過程を記録している。

土岐爽炭緊層相当層形成の時期

　言うまでもなく、基盤力コウ岩の構成物が最も大量に堆積物中に供給されてい

るのは土岐爽炭累層相当層中で、直径数皿に及ぶ巨礫までの様々なサイズの角礫

～亜角礫とマサを起源とするアルコース砂が供給されている・これらのカコウ岩

構成物は現在のカコウ岩基盤のチャンネル構造を形成する際に生じた砕屑物と考

えることができ、チャンネル支谷の急勾配の斜面の位置が供給源と考えられる。

　前段の議論で カコウ岩の風化階層は地表でもチャンネル構造の底部でも同様に

発達していると考えられたので、まずカコウ岩のチャンネル支流が形成されてい

ない時期を考えると、チャンネル構造範囲は平坦面に近い形のゆるやかな起伏を

もった準平原的な場所であったと考えられる。これが月吉断層の活動によって深

い谷を形成し、土岐爽炭累層相当層の堆積時代を経て現在保存されている形状の

チャンネル構造を作った。この時期には既に現在と同様の風化階層が形成されて

いるから、最初に最も動きやすい表層のマサが移動し侵食が進むにつれて節理の

発達した深部のカコウ岩が角礫となって供給されることになったと思われる。初

期の段階では侵食作用が先行して堆積作用はほとんどおこらなかったと思われる

が、チャンネルの主流がほぼ形成されて後、谷底の拡大と共に堆積作用が開始し

たのであろう。

　図2一翼に世界的な海水準の変動曲線を示した。3側aまでの海進時期の侵食基準

面がおそらく土岐爽炭層堆積前に形成されたと思われる準平原の面に相当し、そ

一55一



東濃鉱山調査坑本延壁面図
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の後の急激な海退過程とゆるやかな海進過程でで侵食力が復活したのがチャンネ

ル形成時期に相当すると考えられる。

明世・生俵累層相当層形成の時朋

　土岐來炭層相当層形成の末期にはカコウ岩構成物はほとんど堆積岩中には出現

しなくなる（2．2．2参照）。基本的にはこの時期以降には火山砕屑物のみが供給

されており、海進が進行して浸食力が弱まった時代と見なすことができるだろう。

非常に淘汰のよい明世累層祖当層の砂岩や生俵累層相当層のシルト岩の存在は、

ODen　seaでの沿岸流による分級作用で生じたものと思われる。

　生俵累層相当層の下部にはカコウ岩礫を含む円礫岩が存在しており基質もアル

コース砂で構成されている。2．2．2で述べたように、この礫岩は非常に淘汰され

ており、泥質物等の酬粒物をほとんど含んでいないことや円磨度の高い礫によっ

て構成されているのが特徴である。これらの特徴は2次堆積物の可能性を強く示

しており、土岐拠炭層相当層の礫岩の場合のように同じ堆積盆中のカコウ岩に起

源を求めることができない。おそらく、他の堆積盆基盤のカコウ岩である。チャ

ート櫟の共在はこうした推論を裏づける。

顧戸層群中のカコウ岩礫と陶土形成の時期

　瀬戸層群中には多量のカコウ岩礫・砂が混入している。これらは例外なく非常

に強い風化変質を後生的に受けており、クサリ礫（軟質化した礫〉になっている

ものが多い。混入するカコウ岩礫はほとんどが円礫であり・角礫を産するのは堆

積盆の縁の斜面部分、つまりカコウ岩地形面と斜交して接する瀬戸層群に限られ

ている。

　2．2，1、2．2，3項で述べたように、瀬戸層群は調査地域の最高標高の地点をも

覆っており、この地域全体を削剥して堆積している。当然調査地域内のカコウ岩

礫も混入しており、柄石峠付近はカコウ岩の右上に直径数肌に達するカコウ岩の

円礫が存在しており、著しい風化作用によってかなりの部分はマサ化している・

　　　　　　　　又同じ柄石峠周辺ではカコウ岩の直上に板状のカコウ岩の角礫

が混入しており、　　　　　定林寺湖北縁には直径1・5肌に達するカコウ岩の角

礫が瀬、戸督群中に見られる。

　このように左地域内から削剥されたカコウ岩は巨礫ないし角櫟の産状を呈し、

瀬戸層群中のものと局じ風化を受りている。他の円磨されたカコウ岩礫は生俵累

層槽当層中のカコウ岩礫と周様に他の堆積盆からもたらされた2次堆積物だろう。
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　この他、瀬戸層群中にはカコウ岩の風化生成物が起源とされる陶土層がその下

部に存在している・陶土の生成には凝灰岩も関与していたとするのが一般的であ

るが（野沢1955、赤嶺1954、藤井ほか1968）、いづれにせよカコウ岩の風化生成

物は陶土形成に関与している。

　明世累層堆積時は西黒沢海進と呼ばれる海進期で、調査地域を含む西南日本で

は熱帯～亜熱帯の気候下にあったとされている（図2－46）。この時期に陸地であ

った部分は強風下の条件下にさらされるわけで、前掲の木宮（1981）でもこの時

期から鮮新世までの風化作用が カコウ岩の風化殻の厚さを決定したと見なしてい

る。

　瀬戸層群が堆積し始めるときにこの強風下にさらされたカコウ岩の風化生成物

が地形的凹所に集積することは容易に想定できる。ただ・この陶土生成とクサリ

礫をもたらす風化・変質作用は別ものであり、クサリ礫の形成は瀬戸層群堆積後

の後生変質作用である。

現在の風化作用

　現在の風化作用は基本的に深層までの風化はもたらしておらず・現在の風化層

（殻）は鮮新世までのそれを保存あるいは侵食しているに過ぎない。表層での土

壌化は前節で述べたslakm9によって剥離した岩片の風化であり・数10c四程度の

表土を形成する程度の（相対的に）微弱な風化作用であるといえる・
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図2－46　明世累層相当層堆積時の気候分布と海流系（鎮西，1980より）
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2、2，6地史及び古地理

　本章で以上に述べてきたものをまとめると、調査地域の地史の階程は次のようなも

のである。

1
E
皿

IV

V
VI

V皿

w

カコウ岩の古生層への．輿入

古生層とカコウ岩の削剥（準平原の形成〉

月吉チャンネルの形成（月吉断層の活動〉

海進による瑞浪層群の堆積

続成の進行と割れ目形成

瀬戸層群の堆積

続成作用と強風化作用（クサリ礫形成〉

陸化・侵食による現在の地形形成

1　柄石川中流にチャートを原岩とするホルンフェルスが見られる。周辺地域の地質

　分布からも講査地域内のカコウ宕類は古生層に貫入して地下で形成された。

豆　ホルンフェルスは柄石川中流にわずかに分布するのみで・他では見られない。

　これは古生層とホルンフェルスの部分は新第三系堆積以前にほとんどが削剥された

　ことを示している。現在のカコウ岩基盤の分布は月吉チャンネル部を除いて準平原

　的な形状を持っており、おそらくこの時期の削剥過程によってこの準平原が生じた

　と思われる。

皿　準平原状の地形は月吉断層の活動（隣の可児盆地での火山活動に先駆けた現象と

　しての）によって月吉チャンネル部に脆弱部が生じ、この部分の削剥によって月吉

　チャンネルの主流路が形成された。支谷が前進する過程で廟壊による堆積物と準平

　原上のマサおよび可児盆地の火山活動による粗粒～細粒火山砕屑物で構成される土

　岐爽炭層が谷底部に形成。この時期はチャンネルを利用した河川系による堆積で、

　主チャンネル中流の緩傾斜の部分に堆積物が集中し海水準の上昇と共に谷を埋積し

　た。この小堆積盆は谷出口の狭窄部と滝によって瑞浪盆地とは隔絶していたと考え

　られる。

IV　更に海進が進行し、瑞浪盆地の主部と同様の環境がこの月吉チャンネル中にも拡

　大し、軟体動物化石に富む明世累層椙当層が堆積。盆地の縁辺部に当たっているた

　め堆積物の層厚は薄い。生俵累層相当層は海進の絶頂期を示すもので、広い開放さ

　れた海域を形成していたと思われる。
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V　続成作用が同時進行しており、次のVIの階程以前には最上部でも半固結～固結状

　態になっていたと考えられる。Li旧oniteを充てんする割れ目はこの時期に形成され

　たと思われる。

VI　海退で古木曽川では浸食力が復活し膨大な礫を生産し・この2次堆積により瀬戸

　層群が形成された。Hの準平原のレベルまで削剥し・ほぼ調査地域内では平坦面上

　に堆積したと考えられる。この際、地形的凹所には陶土層を堆積させている。

W　瀬戸層群も含めた続成過程が生じるが、間隙水の温度と化学条件は付加より溶脱

　をうながす性質のもので、瀬戸層群に含まれる礫は軟質化した・瑞浪層群はこの時

　期以前にほぼ固結して難透水層になっているため、瀬戸層群のみが集中的に変質し

　たと考えられる。

W　全域の陸化に伴い、新たに谷系が形成される。この谷系は基盤力コウ岩の形状に

　はほとんど影響されておらず、瑞浪層群中の割れ目系に強く支配されている。カコ

　ウ岩中ではその節理系に支配されている．この時期以降願戸層群は斜面に沿って流

　動して2次堆積物を形成している。

以上の過程は大筋では既存の古地理図（柴田・糸魚川1980）や海水準の変動に矛盾

しないものである（図2－47）。

　これらの階程に時間軸を入れると、化石データから土岐爽炭累層相当層が16・5～17

Ha、生俵累層相当層が15～15，5Haに堆積を開始している（図2－47）。瀬戸層群は5Ha

以降の堆積物である。又、カコウ岩の固結年代は60～アOHaである。これを前述の階程

に合わせると次のようになる。

1　60Ma～70Ha
H

皿　　　～17Ha

IV17Ha～14．5Ha

V

Vl　5Ha～3Ha
VE

珊　2Ha～OHa

これから考えると、π・皿のカコウ岩、古生層の削剥には5，000万年前後の時閣が
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あり、Vの続成・割れ目形成は1，000万年程度の時間が・又・VIの瀬戸層群のクサリ

礫形成には200～300万年理度の時閻がそれぞれ見積れる。

　続成作用について傍証として陶野（1974）による続成過程に伴う堆積物の物性変化

を示す（図2－49〉。これは日本の鮮新世以前の堆積物は岩石としての物性を持つこと

を示しており、続成に500万年以上の時間があればほほ固結岩として考えてよいこと

になる。Vの段階には1，000万年程度の時間が経過しており、瀬戸層群堆積以前にほ

ぼ固結岩となっていたと考えて差しつかえないことになる。又・Wの続成作用は最大

でも500万年しか経過しておらず瀬戸層群が半固結岩としての性質を持つのは当然で

あろう。

　又、月吉チャンネル形成までの時閻は5，000万年あれば十分であると思われるが、

田のチャンネル形成は緩慢な侵食でなく、劇的な運動であったと思われる。現在保存

されているチャンネルの地形を見る限り壮年期の地形を里しており、月吉断層の形成

といったものがこのの運動に対応するものと思われる（おそらく・可児盆地の火山活

動に連動した運動としての）。

　瑞浪層群の示相化石による海水準と古気候の変動は柴田ほか（1980）にまとめられ

ている。図2－50に示すように瑞浪層群は一連の海進過程で、又、瀬戸層群はこの後の

海退を経ての海進期の堆積物と考えてよいことを示すと思われる・古気候の変化も植物

化石により求められており、瑞浪層群は寒冷期を開始時期とし温暖な気候と海進（西黒

沢海進、前述）を経て、一旦やや寒冷な時期をもつが基本的には温帯時に亜熱帯の気候

条件下にあうたと思われる。この場合は気候変化と海水準変動はほぼ対応したものにな

っている。

　今回の地史の設定は、大筋で柴田・糸魚川（1980）の示した古地理の変遷と矛盾す

るものではない（図2－51）。
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2、2，7地質調査上の問題点

　今回の地質調査は正確な地質図の作成に重点をおいている。このため、各種の問題

点は明確にされたものの水理地質構造のモデル化に至るまでには地質調査の上でもま

だ多くの作業を残している。2章で述べた各項目毎にそれらを簡潔にまとめて示す。

り　層　序

　特に土岐爽炭累層相当層と明世累層相当層の境界について・現地調査では確認

できない所が多くボーリングデータの解釈・活用を重点的に進める必要がある。

　生俵累層相当層基底の礫岩層と明胆累層相当層上部の泥岩角礫岩・含礫泥岩の

意味づけは文中で述べているように他の堆積盆との連絡を示すものと考えられ、

謂査地域を拡大して（北方と東方に）これを明確にする必要がある。

2）　岩　相

　瀬戸層群の堆積学的見地からの調査が従来なされていない。礫種構成・礫径・

基質の（初生的〉構成・葉理面の計測・インブリケーションの測定などによる古

流向・堆積環境・水理環境の設定は、堆積学的にnon　marineの粗粒堆積物の堆

積モデルに対する理解なしには現在の露頭条件では難しい・今後調査地域を拡大

する際に瀬戸層群の断面露出の悪さは障害になると思われるので・重点的に文献

収集も含めて手法の検討からの議論が必要である。

3）地質構造

　内外の地層処分に関する文献の集積により、地層処分にかかわる岩盤評価の手

法を検討すべきである。又、土木工学的な立場からの岩盤評価の手法も参考にな

ると思われ、これらの情報の集積と現地計測データの集積によりモデル化の達成

が可能になる。

　地すべり・陥没地形の現地での確認と、その地質構造に対する影響の確認が必

要である。断裂系と併せ、航空写真判読・現地調査・地質データによるこれらの

地形形成年代の設定も将来的に必要な問題である。
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　月吉チャンネルをほほ埋積している土岐爽炭累層相当層についても・瀬戸層群

と同様に堆積学的手法による堆積環境の復元が必要である。この場合は前者と異

なり、ボーリングデータや東濃鉱山坑道内スケッチなどのデータが集積されてお

り、着手が容易であるから、広層準に主眼をおいた堆積学的検討は早急に進める

べきである。この結果は直捲月吉鉱床の成因論につながるものである。

4）割れ目系

　今回の調査でカコウ岩の割れ目の階層の存在が明らかになった。今後はこの追

認と地域的変位の検討が課題となる。代表ルートの設定による割れ目データの集

積が重要である。又、調査地域におけるこうした割れ目の階層が他地域でも適用

できるかという点と階層自体の形成機構の解明は今後に残された課題と言える。

　瑞浪窟群中の割れ目は今回の調査でその種類と順序関係が明らかになったに過

ぎず、これらの水理的あるい は岩盤強度の評価は今後に残された課題である。堆

積学的な検討を通じて月吉断層と瀬戸層群直下の割れ目の意味づけはより明らか

になると考えられる。スレーキングによる割れ目は調査の目的からは無視でき、

地すべりによる開ロ割れ目は前述のような調査により・運続性があると考えられ

た他の2種の割れ目については透水性も含めて十分な手法の検討に基づく調査が

必要である。

5）風　化

　カコウ岩の風化状態の確認により調査地域の中新世以降の風化史はほぼ明らか

にできた。徳山（1981）等、一連の徳山の「古期深化風化」にっいての研究は、

本調査地域の風化について重要な示唆を多く含んでいる。これらの成果を用いて・

透水性を含めて本調査地域の風化について更に進んだ議論が可能になる。

　カコウ岩のマサが固結堆積岩類の下位に保存・残留する機構の解明は現状では

手つかずの状態であり、今後の課題として残されている。

61　地史および古地理

　今回の調査により、ほぽ調査地域の地史・古地理は説明できた。今後は調査地

域の拡大に伴って堆積盆問での砕屑物の供給関係を意認した調査が必要であろう。

古地理については柴田・糸魚川（1980〉による十分な成果があり・今後謂査地域

を拡大してもこれを修正・使用できる。
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3．水文調査

　3．1調査の概要

　　3．1．1測定期間および降雨状況

　流量調査および電気伝導度の測定は、降水量が本地域で最も少ない時期で、天

候の安定する2月上旬（2月1日～2月！1日）にかけて計画・実施した。

　測定結果および、測点から上流の流域面積の計測値、流出高、測点の河床状況

等を表3，1（1）～（2）にまとめた．また、調査位置の概略を図3．1に示した．

　昭和63年の多治見における年間降水量（1713mm）は平年的な値を示し

た．しかしながら、本年（平成元年）の1月には、125mmの降水量を記録し

ており、平年の3倍程度の降水量となっている．2月中の降水量も観測を終了し

た2月11日までに32mmを記録していることから、本年の河川流量観測期閻

中に渇水状態を呈するには至らなかったと判断される。

1988年（昭和63年＞の月降水量（mm）

多治見

　3d

　33

　153

　146

　150

　292

　170

　266

　326

　63
　61

　19
1713

144

313

150

21ア

319

65

1989年1月の日降水量｛mm）

月　日 1／1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1T 12 13
14　15 1

降水量 7 o o o o o 7 2d o o 12 7 o o　o α

月　日
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

30　31 計

降水量 o 1 19 28 o o 13 o 0 7 o o o O　O125

一72一



　lN
ω
　1

表31（1） 沼、II定傾の総括表

番　号 日　付 流 量 流域面積 電気伝導度 流出高 区間流出高 比流量 瀬戸層群俸積

（1／sec） （ガ3／day｝ （k㎡） （μs／㎝） （皿／dayl 〔㎜／day） 皿δ3／s㏄／上00k㎡） （田＾31

D－7 δ8．01．Z5 0．36 31．19 0．1105
53

O．2823 O．3267
208100Q

・7下流 89．02．01 z．59 223．78 O．1760 一
1．2715 1．4716 一

　一

89．02．0Z
一　　一　　　　　　2、31

199．58 0．1760
37

1．13弓0 1．3125 一

89．G2．．03 1．97 170．21 O．1760
37 0．9671 1．1193 一

89．Q2．04 i．74 150．34 O．1760
36

O．85弓2 0．9呂87 一

B9．02．05 1．76 152．06 0．1760
36 0．8640 1．00DO 一

89，02．06 L．60 138．24 0．176D
37 0．7855 0．9091

一

一　　

89．02．08
一　　一1．51

130．46 0．1760
37 0．7奴3 O．8579 一

89．02．09 12．02 】，038．53 0．1760
44 5．9007 6．8296 一

89．02．10 一 一 一

155
｝ ｝ 一

89．02．11 一 一 一
128

｝ 一 一

E－1 δ8．Ol．25 1．13 97．55 O．3314
18 0．2944 0．3407 5呂73000

89．02．06 3．90 336．96 0．3314
14

1．0168 1．】768
5873000

　一89．02．11
7．00 604．80 0．3314

49 1．8250 2．1123
5873000

E－21 88．01．25 （O．03） 〔2呂．43） 0．0626 一 一
0．4555 o．0479

223000

89．02．06 一〇．50 0．0626 一 一
一〇．69Q1 ・O．7987

2230DO

E－2 88．01．25
醒　

1．46 1Z5．97 O．3940
19

O．3197 O．3700
60960DO

　　　　　

89．02．06 3．40 293．76 0．39唱O
16

0．7456 o．8629
609600Q

一

F－1 88．Q1．28 0．98 84．33 0．2316
〔5弓｝ O．3641 O．4214

1095DOO

89．02．06 2．74 236．74 0．～316
24

正．OZ22 1．183L
1095000

G－7 88，01．24 0．05 尋．72 O．Ol89
30 o．2497 0．2890

3105QO

　　　　　　一

89．02．03
一　　　　〇15　　　　　　　　　1296一’ 0．OI89

Z2 o．6857 0．7937
3105QO

G一δ7 88．01．24

．型！
（・16481 O．22姐 一 一

O．2D79 0．24D6
4334500

89．02．03 （1・69塾 146．02 O．2四4 一 ＝
O，6EIO7 0．7531 妃34500

G－8 88．0】．24 o・5廻L24 O．Z528
34 O．2027 0．2346

4645000

89．02．03 L84上 158．98 O．2528
22 o．6289 0．7279

4645000

G－9 88．Ol．24 4．69 i　404．87一 1．5589 （12D O．2597 0．3006
254Z5500

89．02．03 20辺」ユ・736・64 1．55ag
62 1．1】40 1．2894

Z5425500

G－1D
　　　　　　一88．〇三，2自

＿ 二L＿ 　
2．3ア93 （78｝

一 一
27492000

89．02．03 34．10 i2，946・26 2．3793
56 1．2383 1．4332

27492000

卜D 1－G 89，02．03 0．19 16．07 o．oo30
14 5．3567 6．1998

34000

No2一嘔 ag．02．03 9．80L堕・72 O．7270
36 1．1647 1．3480 】2368500
15

1．1694 1．3535T　　一　

㌔4－G 89．02．03 1．34 　　　n5，77 0．0990
176500Q

沁 7－G δ9，D2．03 0．5Z O．OZ50
16 1．7972 2．0801 4＆6000

　　　
丁　　　

ドo 9・G 89．G2．04 0．〔曝 1　　2．6δ 0．0100
1a 0．2580 0．3102 12弓Doo
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表31（⑳ 泪、II定値の総括表

番　号 日　付
聖’　　　　　　　　　　品σ配　　　　墨 流域面積 電気伝導度 流出高 区間流出高 比流量 鍛戸層群体積

U／sec）1〔m［3／day） 〔k㎡） 〔μs／㎝） （㎜〆day） （㎜／da ゾ） 皿＾3／sec／100k㎡1 （ガ3）

工一1 88．02．0】 O．Q2　　i．79 0．0194
137

0．09B O．1068 o

89．02．06 O，05　　4．32 0．0194
160

0．2227 0．2577
00

聾Q24一1 89，02．06

①　一
一

93
一 一

②　o・1胆 一
60

一 一
0

か②0・23」 」墜
0．05δ0

81 O．3367 o．3ag7 o

」一1 88，01．24 一」　一 0．0062 （L22）
一 一

1700QO

89、02．04 O．07　　　6．05 0．0062
96 O．9758 1．129崔

170000

J－2 88．01．24 0．021　　1．53 O．0190 （50） O．0880 0．0993
466000

89．02．04 0．14　　1Z，IO O．Ol90
44 O．6368 0．7371

466000

」一4 88．01．24 D．Q3　　　2，94 O．0351 （48〕 O．0837 O．0969 一

89．02．04 0．22　　19．01 〇．0351
54 O．5416 0．6268 一

　　一　

J－54 88，01．24 lO，15）　（13．05〕 O．0050 一 一
Z，5＆35 3．OOOO 一

89．02．04 （Q．20〕　・32．71 0．0050 一 一
3，4訪0 4．OOOO 一

J－5 88．01．24 0、18　　15．98 0．04D2
62 0．3975 o．4601

8B3000

89．02．04 0．42　　36．29 0．040Z
47

0．9027 1．0448
B63000

　　　一　　』」一6

88．01．24
　　　　　　一　　“O，16　　14．08

0．0405
48 0．3477 O．4Q24

559000

89．02．04 Q．40　　34，56 0．0405
39 0．8533 O．9877

559000

J－7 88，01．24 1．65　　142，13 0．4653
88 O．3055 O．3535 6256000

89．02．05 4．38　　378．43 O．4653
42 O．8133 0．9413

6256DOO

J－87 88．
　丁〔0．35）　（30．15〉 0．0695 一 一 0．4345 0．5029

3715QO

89．02， 〔2．33）（201．31） 0．Q696 一 一
2．8gz4 3．3477

37i500

J－8 88，02．01 1．991172．24 O．5349
75 O．3220 0．3727

6627500

89．02．04 6．71　579，7弓 0．5349
42 1．Q338 1．2544

6627500

」一98

89．02．09 2畦．332，102．L1 0．5549
52 3．9299 4．5485

6627500

『呂8． 　　　　
q．30）〔111．89） 〇．2δ15 一 一

0．3990 0．4618
702500

呂9．02． （Q，51）　（44．07） 0．2815 一 一
0．1565 0．1812

702500

J－9 88．01．24 3・2迦
　　O．8164

78 0．3481 O．40Z9
7330000

89．02．05 7．22　　633．δ1 o．δ164
52 O．7641 0．8δ44 了330000

ドo 14－J 89，0Z．oq 0．021　1．73 0．0130
21 0．133］ 0．1540

161QQO

～D17－J 89．02．05 O，95　　82．08 O．0550
33

1．0924 1．7273 一

89，02．11 1．40　120．96 O．0550
140 2．1993 2．5455 一

1

Nq25－N 89．02．OS O．62　　53．57 0，〔）620
18 0．8640 】．OOOO

139500

　　　　　　　　

T－2 8呂．01．29 O，56　　48，56 O．21Q1
18 0．2311 O．2675

2430000

Q．21Q1
15

0．S636 o．9995 Z屯30000δ9，02．08 2，10

T－3 88．01．29 9・13178＆57 2．2115 （68） O．3566 0．4】27
z55z5000

89．OZ．08 ①　10．60 915．δ4
21 0．9681 1．1205 135ユ6000

］20D90002552500062 1．3460
　『　■　　　　

1．5579
　　　　

Tl
＋12）29．70

ゴ

2．2115
39 】．1603 1．3鳴0





1989年2月の日降水量（mm） （1日から12日まで〉
丁　　　ノ』

月日2／1234567「函1011
12

降水量　　5　0　0　0　0 0　0、叫　13　0　0
o

　3，1，2調査方法

　測定地点は地層の境界付近、河川の合流部等を選び、30地点、延べ41測点

の流量および電気伝導度の測定を行で）たζ「このうち流量の多い12地点について

は、河川の断面測量と流速計を用い流量を求めた。その際、乱流が生じないよう

に河川断面型を整形し、流速計による測定精度の向上を図った。また、流速の測

定は1点につき3回以上行い、安定した値が得られたことを確認した上で終了し

た。

　その他の比較的流量の少ない渓流については、容積法を用いて流量の測定を行

った．また、測点は岩盤が露出し伏流が生じにくく、河床に落差・勾配がある地

点を選定するように努めた。
　容積法は河床にビニールシートを敷きつめ漏水を防ぎ、流水を一点に導き、バ

ケツ、ポリ袋への注水時間および水量を測定して・流量を求めた・測定は1点に

つき5回以上行い、安定した流量が得られたことを確認した上で終了した・この

方法によれば、流速および、断面積から流量を計算する手法に比較し、流量を直

接的に計測することから、測定精度はかなり高いものとなる．
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3，2水文調査流域の地質

渇水期の河川流量の観測により、流域単位の地下水流動特性を把握する試みは黒田

（1987）などによって行われており、方法論としても確立しつつある現状である。

　本調査に先立って昨年度実施された「現地調査による水理地質構造の解析、Eの調査の

一環として、この渇水期における河川流量の測定を行い、今年度の調査でも同一地点及

び新たにいくつかの地、点での観測を行った。

　これら蓄積されたデータは各流域の地下水媒体である地質構成を反映すると考えられ

る。昨年度や一昨年度の調査で、調査流域を地質構成によって幾つかに分類している。

今回は現地精査に基づく知 見を加え、分類を修正し、各流域の地質について述べること

徒する。又、この分類は特に瀬戸層群の体積と河川流墨の関係を後述する都合上、瀬戸

麟群を鍵とする分類になっている。

地質構成による分類 適合する流域
〕〔　瀬戸G，・瑞浪G、・ G9、G8、Gno，1、Gno，2、Gno．7、Gno．9、D7

カコウ岩類　　　　　　丁4、J9、」8、J7、J6、J4・5、J1、J2、Jno．14

∬　瀬戸G．・カコゥ岩類i　GIO、G1、G6、G7、Gno，4、13②、E－2、E－1、　　　　　　　　　　　　13①、T2、no．25、H11、H6、HIO、H4、H－1・3・F－1

皿　瑞浪G．◆カコゥ岩類i　Ino．24

IV　カコウ岩類

　以上の分類は地質構成による分類であって地質（基本的に粒度と固結度）と河川流量

とが相関するという仮定に基づくものである。実際の地下水の流動系には・この他特に

地質構造の影響が大きい。ここでは両者をふまえて河川流量観測流域の地質を述べるこ

とにする。
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3．2．1　D流域（定林寺川）

D流域のうち、今回流量観測を行ったのは定林寺湖東岸のD7流域のみである。

　D流域は全体にはカコウ岩上に瀬戸層群が載るという構成（分類H）を持っており、

定林寺湖周辺のみが間に瑞浪層群を挟在している。この区域は月吉鉱床を胚胎する月

吉チャンネル構造の西縁に当たっており、瑞浪層群はこの“凹み”に堆積したものが

露出している。D流域の地質概略図とD7流域の断面概略図を次頁に示す（図3－1）。

　D7流域に近接する地域〈定林寺湖西岸）のカコウ岩類はマサ化しているものが多

く、又一方で土岐爽炭層相当層基底に巨礫（径1．5耽前後〉を供給している．瑞湿層

群に覆われている部分の花樹岩も部分的にマサを残していると推定できる。

　定林寺湖内（調査時には渇水状態〉で観察される瑞浪層群の明世累層相当層は、正

馬様洞の同層に比して粒子が細かく、しかも緻密な印象を与える。層理が細かく鮮明

であることもこの流域の同層の特徴として挙げられる。一般に暗灰色を呈しているが、

瀬戸層群に覆われている部分や風化表面では淡黄色を示している。D7流域の瑞浪層

群の主体は明世累層相当層であり、土岐爽炭累層相当層と生俵累層相当層の暫厚は薄

い。

　瀬戸層群は流域面積の75％を占めている。D7流域の瀬戸層群の基底面の標高は変

化が大きく、前述の月吉チャンネル延長部の位置では瀬戸層群の基底面の標高が低く

〔260肌〉、流域最北部で290漉と最も高くなり最南部で275況になっている。この基

底面標高の低い区域はつまり瀬戸層群の層厚が最も厚い部分に当っており、山頂に近

い部分で崩壊を多発させている。この崩壊地で観察される瀬戸層群の礫層はクサリ礫

を含まない“じゃり状”を呈しており、こうした産状を示す礫層は調査地域付近では

他に松野付近で見られるのみである。
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3．2，2G流域（賎洞川）

　G流域については、全流域（GIO）のほかこれに含まれる小流域でも流墨観測を行

っている。

　G流域はほぼ南北方向の伸びを持っている。賎洞川第一池上流の分岐点より南と最

上流（西洞池より上流）は、カコウ岩と瀬戸層群によって構成されており（分類∬）、

その中閻では閻に瑞浪層群を挟んでいる．瑞浪層群の分布域はD流域と同様に月吉チ

ャンネルの西部に当たる。G流域の地質概略図と河川流量観測を行った流域の縦断面

図を次頁に示すく図3－2）。

　G流域に分布するカコウ岩は風化の各階層が地上でよく観測できる（2．2．5参照）。

購洞第一池より下流では河床部で風化殺の深部が見られ、山頂・山腹斜面ではマサが

分布している。又、鰻洞分岐点の放射能異常露頭では、シーティング節理卓越部のカ

コウ岩上にマサが載り、この」＝に土岐爽炭累層相当層が載っている。又、G流域の最

奥部西洞池上流ではカコウ岩の上に瀬戸層群が載っているが、この部分のカコウ岩は

マサ化している。この関係はG流域下流右岸の土岐北高校周辺でも観察される。これ

らから、G流域の基盤力コウ岩は堆積岩に覆われている部分では大部分がマサになっ

ていると考えられる。

　瑞浪層群はG流域で下部から上部まで全て観察できる。露出面積が広いのは明世・

生俵累層相当層であるが、基盤力コウ岩の標高は束に向かって下がっているため体積

として比較した場合には面積比ほどの差はない。G流域に分布する瑞浪層群の上面は

ほぼ水平であるが、現地形面と同様に南にむかってわずかに（50前後）傾斜している。

土岐爽炭累層根当層は月吉チャンネルに沿って形成されているから・G流域では地上

で北～北東に↑5ひ前後傾斜し、月吉チャンネル主部（地下）の同層の上面は東北東～

東に5。程度傾斜している。

　瀬戸層層群はこれらの全ての地質と接触している。基底面の標高が最も低いのは、

月吉チャンネル位置で260肌前後である。北側に向かっては一様な傾斜で標高が上が

り、分水嶺では300肌程度になる。南側はカコウ岩と接触すると270配の標高でほぼ

平坦になっている。ただ、左岸側ではこの標高が260冊前後になっており、右岸側の

標高と10肌前後のギャップがある。又、G流域の瀬戸層群には陶土層が含まれており、

流域内に3ヶ所の採土場跡がある。この他、2次堆積物（主に地すべりによる）も小

規模に分布している。
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3，2．3H流域

H流域は今回流量観測を行っていない。

　H流域はほとんどの部分は瀬戸層群とカコウ岩によって構成されている。最北部の

分水嶺付近でこの闇に瑞浪層群が挟在している。又、谷出口部分でカコウ岩上に土岐

爽炭累層相当層が分布する（未確認）。H流域の地質図概略図と断面図を次頁に示す

（図3－3）。

　H流域のカコウ岩は、G流域の場合と同様に風化階層の全てを保存しており、下流

部の河床では垂直方向節理の卓越する深層が露出し、山腹斜面や山頂部でシーティン

グ節理卓越部やマサなどの浅表層が露出している。瀬戸層群・瑞浪層群に被覆されて

いるカコウ岩の上面は大部分マサ化していると考えられる。

　瑞浪層群は前述のようにH流域の一部を占めるに過ぎない。流域北端の瑞浪層群は

地上に露出せず、地下でカコウ岩と瀬戸層群に挟まれ “クサビ形” の形状で賦存して

いる。月吉チャンネルの南縁であり、北方に15～30。程度の傾斜でこの基底面は下が

っていると考えられる。流域南端の河床付近には土岐爽炭累層相当層ガ分布している

が、これは南方の月吉チャンネルとは別の堆積盆の縁辺部に当たる。

　瀬戸層群はH流域では甘草池より上流の山頂平坦面に分布している。基底面は標高

2507πのレベルでほぼ平坦面である。ただ、北方のG流域・J流域と接する付近では

270肌近い標高に基底面があるため、全般には南にむかって数度の傾斜を持つ平坦面

である。
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3，2，4J流域（正馬様洞）

J流域は谷出口の他、含まれる小流域についても流量観測を行っている。

　J流域は．カコウ岩基盤・瑞浪層群・瀬戸層群の全ての地質が分布している（分類1）

。カコウ岩基盤は南端と北端で標高が高く、南端では一部地上に露出している・局吉

チャンネルの主部に当たるJ流域では基盤の形状が複雑であるため、当然これに載っ

ている瑞浪麟群（特に土岐爽炭累層相当層）の形態も複雑である。しかし、瑞浪層群

の上面はほほ平坦と考えてよく280肌前後の標高に揃っている。瀬戸層群はこれらを

覆って300η↓以上の標高まで分布している．図3－4にJ流域の地質概略図と断面図を

示す。

　カコウ岩はJ流域の出口付近の小範囲に露出している。主に巨礫の集合体あるいは

シーティング卓越部に相当する露頭状況を示し 、マサ化部（表層の）は欠除するか簿

い（最大でも数皿）。J流域内のカコウ岩基盤でもマサ化部の欠除する部分がかなり

多いと考えられる。

　瑞浪層群の露出面積は他流域に比較して広い。ほとんどはこの上部である明世・生

俵累層相当層で、土岐爽炭層相当層の露出は流域出口付近にカコウ岩基盤と共に露出

するのみである。しかし、実際の賦存量（体積）として比較した場合には、潜在する

月吉チャンネルの巾と凹みが大きいため、むしろ土岐爽炭累層相当層の方が休積で前

者と同程度か優っている程である。

　瀬戸層群は、山頂平坦面に広く分布しておりJ流域の250皿以上の標高の領域を占

めている。1次体積の瀬戸層群のうち、最奥部の分水嶺付近はゴルフ場になっており、

人工改変されて自然状態にない。又、流域内の東濃鉱山正馬インプレース付近から正

馬様池にかけて、2次堆積の瀬戸層群（赤褐色土壌を基質とする）が広く分布してい

る。地すべり性の堆積物というよりも、過去の（更新世？）埋谷堆積物と考えられる。
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3、2，5E流域（大洞川1

E流域では2地点（E1・E2〉で流量観測を行っている。

　E流域は上流域（流量観測を行った部分）では、ほとんどがカコウ岩と瀬戸層群に

よって構成されている（分類H）。ただし、このうち北端の分水嶺部だけは瑞浪層群

が挟在している。又、下流部ではカコウ岩・瑞浪層群によって構成されており（分類

皿）、最下流部ではこの上部に瀬戸層群（2次堆積物の可能性あり。他の瀬戸層群と

分布標高が違いすぎるため）が分布している（分類1）。E流域の地質概略図と断面

図を図3－5に示す。

　カコウ岩はE流域では露出面積は狭く、河床付近に露出するのみである。河床部で

は方状節理が密に形成された花樹岩が分布しており、これに対し瀬戸層群直下の花嵐

岩はマサ化が著しい（厚さ5配以下）。瀬戸層群に被覆されたカコウ岩は全面にわた

ってマサ化していると考えられる。瑞浪層群に被覆される部分のカコウ岩については

情報が少ないが、E流域内で観察される限りではマサ化部分はほとんどなく、マサ化

部は残存していないと考えられる。

　瑞浪層群はE流域では北端部と南端部にわずかに存在している。南端部のものにつ

いては情報が少ないが、ボーリングデータ（SIO1・S↑22）等からは・南方に広がる月

吉チャンネルとは別の堆積盆の堆積物である。北端部のものは・分水嶺直下に“クサ

ビ状”に入り込んで存在しており、明世累層相当層の上部あるいは生俵累層相当層で

ある（岩相からは判断できない〉。この瑞浪層群は月吉チャンネルの西縁部に堆積し

たものである。

　瀬戸層群はE流域で最も広い露出面積を持つ地質で、山頂平坦面に広く分布してい

る。基底面の標高は流域北端で275蹴、南部では250肌であり南に向かって数度の傾

斜を持った平坦面である。又、流域を接するG流域では基底面の標高がやや高くなっ

て（270瀧前後〉おり、西側に向かっても数度の傾斜を持っていると考えられる。E流

域に分布する瀬戸層群には基底面位置に陶土あるいは砂質粘土層を含む部分があり・

流域の上流と分水嶺部分で確認できる．又、2次堆積物も谷出口付近に分布している。
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3，2，6丁流域（柄石川〉

丁流域では、上流部（狸岩川との合流部から上流）で流量観測を行っている・

　丁流域を構成する地質はカコゥ岩。瀬戸層群がほとんどで、瑞浪層群は主に中流以

下の右岸側に存在しているのみである。丁流域は月吉チャンネルの北縁に当たり、カ

コウ岩の露出標高が調査地域内では最も高い。他の流域と異なり、瀬戸層群の基底面

はカコウ岩原地形に影響されて湾曲した面（凸型の）を持っている。又、瀬戸層群の

2次堆積物が多いこと、主流の流路が地質の境界面（カコウ岩・瑞浪層群間の〉に当

たることも丁流域の特徴として他と区別できるものである。図3－6に丁流域の地質概

略図と断面図を示す。

　カコウ岩は丁流域の主流および支流の河床付近に露出が見られる。主にシーティン

グ節理卓越部（2．2．4参照）が露出しており、これらは一様に南に10～20。程度傾斜

して月吉チャンネル主部に向かって落ちている。瀬戸層群に被覆される部分ではマサ

が残存しているが薄い（1～2耽程度）。流域出口までの下流部では谷の開析のため深

部の垂直方向節理卓越部が河床・河岸に露出している。又、丁流域の花闘岩の一部に

はカコウ岩貫入時の接触変成岩（メタチャート）が小範囲ながら分布していること

（狸岩川との合流点付近〉、最上流部にカコウ岩の採石場が見られること（新鮮が岩

塊が地表部で得られるということ）などもこの流域の特徴として挙げられる。

　瑞浪層群は丁流域の中流部で生俵累隠相当層のみが露出している。これは月吉チャ

ンネルに堆積したものの北縁部に相当し、流域内では南に向かって急激に層厚を増し

た“クサビ状”の形態を持っている。丁流域の範囲内には土岐爽炭累層相当層は存在

していない。瀬戸層群に被覆される丁流域の生俵累層相当層には割れ目が発達してお

り、瀬戸層群堆積時に形成されたものと考えられる（2．2，4参照〉。

　瀬戸層群は前述のように他流域と異なり平坦面に堆積しているのでなく、凹凸のあ

る緩斜面にかこまれた山地を被覆して堆積している。基底面標高が最も高いのは狸岩

から柄石峠南部にかけての地域で350配前後で、最も低いのは明世ゴルフ場付近（瑞

浪層群と接する部分）で280肌前後である。小規模な凹凸も丁流域ではよく観察でき・

直径10皿～20肌程度で深さ㍗π程度の“凹地”は瀬戸層群堆積時の花嵩岩上に存在し

ていたことが確認できる。丁流域の上流部には採土場が多く・こうした凹地の堆積物

として陶土が堆積していると推定できる。この他、丁流域に埋谷ないし地すべり堆積

物と考えられる瀬戸層群の2次堆積物が谷底部に広く分布している。
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3，2，7　F流域

F流域では1点（F1）で流量観測を行っている。

　F流域の地質構成はほぼカコゥ岩・瀬戸層群からなっている（分類H）が、最下流

部の小範囲に土岐爽炭累層相当層が分布する（分類皿〉。最上流部に土岐北高校など

の施設があり、人工改変が現在も進んでいる。F流域の地質概略図と断面図を図3－7

に示す。

　カコウ岩は隣接するE流域・G流域最下流部と同様に・カコウ岩風化殼の深部であ

る垂直方向節理卓越部の露出が河床部で見られ・山頂に向かって風化殼の上部が分布

している。土岐北高校周辺では瀬戸層群の下位でマサが厚く存在している（5肌以下＞。

又、流域左岸側の分水嶺に石英斑岩脈が露出している。

　瑞浪層群は最下部の土岐央炭層相当層だけが最下流部に分布している（未確認・動

燃19ε3による〉。E流域の場合と同様にカコウ岩基盤上に薄く載っているため・河床

部では下位のカコウ岩が露出している。

　瀬戸層群は最上流に標高260πL以上の地域を占めて分布している。前記のように人

工改変が著しいため、流量観測データの信頼性は低い。
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3．2、81流域・匹田池上流

1流域と匹田池上流では各1点の流墨観測を行っている（l　no．24・no．25）。

　1流域はカコウ岩・瑞浪層群によって構成されており（分類皿〉・匹田池上流はこ

れに瀬戸層群が加わる（分類H）。i流域には顕著な地すべり（あるいは陥没〉が存

在しており、瑞浪層群がブロック化して谷底に集積しており末端部で開口割れ目が観

察できる（2，2．4参照）。匹田池上流は河床部にカコウ岩が分布し部分的に瑞浪層群

が載っている。最上流部では瑞浪層群は欠除し、カコウ岩・瀬戸層群という構成を持

っている。両流域の地質慨略図・断面図を図3－8・図3－9に示す。

　カコウ岩は両流域とも山頂部で厚いマサを形成している（厚さ5肌以上）。このマ

サは瀬戸層群・瑞浪層群の被覆域に連続して分布している（匹田池左岸）。両流域の

花闘岩はほぽ全域でマサ部を持つと推定できる。

　瑞浪層群の露出はほとんどが明世累層相当層であるが、匹田池上流の河床部では下

位の土岐爽炭層相当層が小範囲に露出している。ボーリングデータ（A156など）によ

れば地下には同層が厚く存在しており、カコウ岩基盤は特に1流域に向かって急激に

落ち込み深い谷を形成している。これが前述の地すべりとどのような関係にあるかは

不詳である。

　瀬戸層群は匹田池最上流にのみ分布しており、基底面の標高は240～250翫でほぼ

平坦面と考えられる。又、これと近接して2次堆積物が分布しており・地すべり堆積

物の可能性が高い。
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　3．3電気伝導度の測定

　3．3，1電気伝導度の測定結果

　表3．3．1に調査地域の流量、電気伝導度、流域面積、流出高をまとめる。また、

図3．3．1、図3．3，2に調査地域の電気伝導度測定結果（水温25。Cの場合に換算）

を示す。電気伝導度は、断面積1㎡、距離1㎝の相対する電極間にある水が持つ

電気抵抗の逆数で、水が電流を伝導する能力を示すものである，

　昨年度の報告では、電気伝導度が地質と密接な関係がある事を報告した。

　以下には、昨年度表層地質と電気伝導度の関係を検討した結果を基に、本年度

の電気伝導度測定結果を検討する、，

　以下には表層地質の分布別におこなったそれぞれの分類において、昨年度それ

ぞれの分類に該当した測点のうち、本年度同一地点において測定を行った流域を

あげ、括弧内に昨年度と今年度の電気伝導度測定値を記入する。あわせて本年度

に新たに測定を行った流域についてそれぞれの分類に該当する流域を列挙し、括

弧内に今年度の電気伝導度測定値を記入する。

　1．主に砂礫層からなる瀬戸層群が流域を広く占める測点では、咋年度20鵡

／cm以下と非常に小さな値が測定され、溶存電解質の量が少ないことを示した。

　　これに該当する流域は本年度においても低い電気伝導度が測定された。

一該当する流域　1－

G 7（30μS／cm→22μS／cm、分水界上にゴルフ場有）

　あらたに測定した流域

No，1 G（14μS／cm）、No．9 G（18μS／cm）、No．14－」（21μS／cm）

No．7 G（16μS／cm）
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表3，3，1 流量 電気伝導度測定結果
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図3，3．289年の電気伝導度



　H．明世累層等瑞浪層群の主に砂岩および泥岩からなる堆積岩が流域を広く占

める測点〈約8割以上＞では、昨年度の調査結果では100μS／cm以上の測定値

が得られる地点が多く、溶存電解質の量が多いことが判明した。

これに該当する流域は本年度においても高い電気伝導度が測定された・

一該当する流域　H－

1 1　（137μS／cm →160μS／c“1）

　あらたに測定した流域

No、2d－1　（81μS／cm＞

　皿．花歯岩の上部に瀬戸層群が分布し、表層地質の分布が、花閏岩と瀬戸層群

からなる流域の測点では、低い電気伝導度の測定値く14～21μS／cm）が昨年

度の調査結果から得られた．これは、瀬戸層群から流出する電気伝導度の低い地

下水が、花南岩の流出高が相対的に低く、流出量も少ない花闘岩からの地下水を

希釈し電気伝導度を低下させるために、比較的低い電気伝導度が測定されるもの

と考えられた。

　これに該当する流域は本年度においても低い電気伝導度が測定された。

一該当する流域　皿

E1（18μS／cm→14μS／cm），E2（19μS／cm→16μS〆cm），

T2（18μS／cm→15μS／c01）

　あらたに測定した流域

No，4－G（15μS／cm）、No，25－N（18μS／cm）
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　IV．明世累層を主とする瑞浪層群の上部に瀬戸層群が分布し、表層地質の構成

がこグ）両者か’）なる流域では、瑞浪層群から流出する地下水によって酒養される

と考えられる河川水の影響で、瀬戸層群のみが分布する流域に比較して高い電気

伝導度が測定され、瑞浪層群が流域を広く占める流域に比して低い値が咋年度の

調査結果から得られた．

　これに該当する流域は本年度においても中間的な電気伝導度が測定された．

一該当する流域　IV一

（38（34μS伽一22μS〆c阻1｝，」5（62μS〆C皿一47μS／cm）

」6（48μSlcm一→39μS／cm〉　J7（88μS〆cnl－42μS〆cm）

」8（75μSlcm 一42μS，ノcm）　」9（78μS！cm一→52μSlc”1〉

　あらたOこ測定した流∫或

NO，2－G（36μS〆CIlt）．No，17 J（33μSIC”1）

　V．このほか、ゴルフ場・集落等 ん工的な汚濁が影響を与えていると考えられ

る流」或、，

　これに該当する流域は、F－1、（そ一9．T－3で4Q？6以上電気伝導度を減

じた．また、流域面積の広いG 一10においては減少の割合が小さい。さらに、

」流域においては滅少の割合が小さいほか．J－4においては増大している．

”一人工的な汚濁が考えられる流域　V一

　　（括弧内のローマ数字は該当する流域、続いて予想される汚濁源を示す）

　F－1（54μSICm一・24μS／cm、皿、学オ交等）

　G 9（121μSlcnl→62μS／cm、IV、鉱山）

　G－10（78μS！cl” ・56μS！cm、皿＋IV、鉱山・集落等〉

　J－1（122μS！cm一一96μSlcrII、工、ゴノレフナ島〉

　J－2（5〔）μSlcm一・44μSlcnl、1、ゴノレァナ易）

　」一4（48μS！cm－54μS〆cm、1、ゴノレフ場）

　T 3（68謁1cm－39μSIC”1、皿＋IV、集落・事業所等）
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　以上電気伝導度の測定結果からは、昨年度と同様な傾向が得られ、瀬戸層群中

での地下水の動きは速く、画養から流出までが比較的短時閻でおこる（滞留時間

が短い＞環境にあると考えられた．瑞浪層群等の堆積岩地域で電気伝導度が高い

のは、地下水の流速が遅いこと、流動経路が長い（滞留時閻が長い〉こと、地質

そのもグ）の化学的作用の影響などが考えられた。

　滞留時間は、地形、地質の構造、水理的な物理特性（割れ目密度、透水性、有

効間隙率等）等により決定されるため、これらの要素を明らかにしつっ調査を今

後行っていく必要がある．地質そのものの化学的作用の影響は、水質分析のほか、

堆積岩の地球化学的な分析を行い、明らかにしていくことが望まれる・

一92一



3．3．2昨年度測定結果との比較検討

電気伝導度の増加率表

E－1

［一2

F－l

G－7

G－8

G－9

G－10

卜1

J－1

78

84

44

73

65

b1

72

112

79

J－2　　88

J－4　114

J－5　　76

J－6　　81

」一7　　48

J－8　　56

J－9　　67

ト2　　83
丁一3　 57

　図3，2，2，1に昨年度と今年度の電気伝導

度測定値の比較図を示す．

　左表の電気伝導度の増加率表は今年度の

電気伝導度測定値の昨年度の電気伝導度測

定値に対する増加率を示したものである．

　40％以上減少した流域としてF一1，G－9，

J－7，」一8，1－3の5流域があげられる。

　これらの流域のうちr－1，G－9，丁一3の3流

域は、昨年度の調査で人工的な汚染により

電気伝導度が高い傾を示すと考えられた地

域であった、この3流域については、今年

の降雨量が咋年の降雨量に比較し豊富でま）

った（1月の降水量は昨年度3伽m、今年度

125mm）ため、希釈効果により電気伝導度

が減少したと考えるのが妥当であろう。

　J－7、J－8流域（正馬様）は、昨年度報告書において瑞浪層群上部に瀬戸層群が

分布し、流域の表層地質分布がこの両者からなる場合は、電気伝導度が瀬戸層群

のみから構成される流域よりも高く、瑞浪層群からなる流域よりも低い値が形成

されるとした流域である．このことからJ－7，J－8の両流域の河川水は、今年度の

測定時において電気伝導度の低い瀬戸層群からの流出成分が昨年度に比較し・そ

の比率を大幅に増大させた結果、電気伝導度を大きく低下させたと考えられる・

但し後述するように、瀬戸層群中の浅部と深部において、地下水水質の相違が認

められる可能性があり、瀬戸層群中の表層に近い地下水の流出量比が増大した結

果、電気伝導度が減少したことも考えられる。

　その他の正馬様流域の測点においては、咋年度人工的な汚染が考えられるとし

たJ－1，J－2，J－4流域のうち、J－1，J－2，の2測点が電気伝導度を滅少させている。

しかし、J－4流域は電気伝導度を14％増大させている・これは・J－4流域の汚染

が進んだ、表層付近の汚染度が高く、降雨により汚染度の高い地下水が流出した

等の原因が考えられる．J－1，J－2，J－4流域は人工的な汚染を受けてはおらず、J－

1，J－2流域が希釈効果により電気伝導度を減じ、J司流域は比較的深い部分の電

気伝導度の高い地下水が押し出された結果、電気伝導度を増大させたと考えるこ
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とも可能である、．こグ）ことは、詳細な水質分析結果を検討することによって明ら

力畦こなろう，、

　J－5，J－6，」一9流1或および［一1，E－2，G－7，G－8，G－10，丁一24）河川水は、3－7，J－8と「司

様に今年度の測定時において電気伝導度の低い瀬戸層群からの流出成分が咋年度

に比較し、その比率を増大させた結果、電気伝導度を低下させたと考えることが

できぞ，、 但し瀬戸層群中グ）浅部と深部における地下水水質の相違から・瀬戸層群

中グ）表層に近い地下水の流出量比が増大し、電気伝導度が減少したことも同様に

考えられる。

　H流域の河川水は，12％グ）電気伝導度の増加が認められる，この流域は表層地

質が瑞浪層群のみから構成されており、咋年度と同様、相対的に高い電気伝導度

が測定された流域である．この流域で電気伝導度が若干増加した原因は、瀬戸層

群のように地下水貯留能フ）高い地層が表層に存在しないため、希釈効果が得’）れ

なかったことと、降雨により深部の電気伝導度の高い地下水が多く流出し、欄成

比が増加したことによると考えられる．

　以上のように正馬様をはじめとする各流域においては、降雨量と経過時間によ

り地下水流動系に変動が生じていることは明らかである。今後これら0）地下水流

動機構は、現場の気象観測、土壌水分量観測、地下水観測、河川流量観測、水質

観測等のデータより明らかになうう．
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3．4河川流量の測定

　3，4，1流出高

　流域相互の性状を比較するため図3，4．1、図3．4．2に本年度の流出高計算値を

図示した。流出高は、流量測定地点において、一日の流量の総計をその地点の流

域面積で割った値で、単位はmm／日である、、また、比流量は、流出高と同様に

流量（m］・ ／sec）を流域面積（K㎡）で除し100K㎡あたりの流量に換算した

1直であり、単位は、m3／sec／lOOK㎡である、

　河川酒養源のほとんどが地下水であると考えられることから、流出高の大小は、

単位面積ま）たりの河川へ4）地下水流出量の大小を表していると考えられる，，また、

地質・地形・植生・気象等グ）諸条件の相違により、地下水酒養量、貯留量、流動

速度、流動量、地下水流動系等が変化する結果、地下水の河川への流出の仕方に

相違が生じるため、流域ごとの流出高に格差が生じると考えられる．地質・地形

　植生・気象条件は、相互依存性があり、各因子を定量的、複合的に解析するこ

とは、今後地形別、地質（構造）別のモデル流域での継続的な水文観測・調査等

を行い明らかにしていく必要があろう、

　本調査においては、このうち地質と流出高の関係を検討する。

　以下には、電気伝導度測定結果の検討を行った表層地質の分布別の流出高につ

いて考察する。

　括弧内に昨年度と今年度の流出高計算値を記入する。あわせて本年度に新たに

測定を行った流域についてそれぞれの分類に該当する流域を列挙し、括弧内に今

年度の流出高計算値を記入する。
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1．主に砂礫層からなる瀬戸層群が流域を広く占める流域、

これに該当する流域は低い電気伝導度が測定されている。

一該当する流域　1－

G－7（O，25mm／（lay→O．69冊m〆day、2，8倍）

」一2（0，09mm／day →O．64m”11day，7．2f音）

J 4（O．08mm／day→0，54m皿／day，6，5倍）

　あらたに測定した流域

No，1－G　（5．36“lm／day）

No，14－」（0．13mm〆day）

J－1　　（0，98皿m／day）

No，9－G（O．27mm／day）

閥o．7一・ G（1．80mm／day）

　本分類に該当する流域では、流量測点において基盤岩が露出している場合には

高い流出高を示し、流量測点が瀬戸層群上に位置する場合は、低い流出高を示す

場合が多いことが特徴で淀）る．これは瀬戸層群中を流れる地下水の多くが基盤岩

との境界付近から地表に流出することを示していると考えられる。

H．主に砂岩および泥岩からなる瑞浪層群が流域を広く占める流域

これに該当する流域は、高い電気伝導度が測定された，

一該当する流域　H－

1－1（O，09旧m／day→O，22mm／day，2．4倍）

　あらたに測定した流域

囲o．24一正（O，34mm／day）

　本分類に該当する流域は、瀬戸層群に比し、透水性、地下水貯留能等が劣る岩

石からなる流域であり．このような流域で流出高が低くなっている。
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皿．花歯岩の上部に瀬戸層群が分布し、表層地質の分布が、花南岩と瀬戸層群

　　からなる流域

これに該当する流域は、低い電気伝導度の測定値が得られている、．

該当する流域　皿

E 1（O．29mm1〔lay－1．02mmlday、3，5倍）

E－2（0，32mm！day→O，75mlllバIay，2，31音〉

T 2（0，23m肛11〔lay一りO，86mm／〔lay，3，7倍）

F 1（0，3Gmm1〔lay－1，02m鵬／day，2 8倍）

T一・3（0．36nImlday－1，1Gmmlday，3，3倍）

あらたに測定した流域

No、4 G（1．17mm〆day）、

（但し皿＋【V）

No，25－N（（｝、86mlII！day）

　本分類に該当する流域は、比較的流出高が高い．これは、瀬戸層群中に貯留さ

れた地下水が、透水性の相対的に低い基盤岩である花嵐岩び）境界付近から地表に

多く流出しているためであると推定される・また、本分類のうち流域に占める花

嵩岩の面積割合が広い流域においては、流出高が低くなる傾向が認められること

からも、瀬戸層群からの地下水流出量が流出高を左右していることが分かる．

IV．瑞浪層群の上部に瀬戸層群が分布し、表層地質の構成がこの両者からなる

　　流域

これに該当する流域は、中間的な電気伝導度が測定された。

一該当する流域　IV－

G 8（O，20mm／day一・O．63mr”／day，3，1倍）

J 5（O，40mm／day→0，90mm！day，2．3倍）

J 6（O，35mmlday→O，8漁／day，2．5倍）

」 7（O，31mmlday →O．81mm／day，2，7倍・）

、卜8（0．32m旧／day－1，03mm／day，2，2倍〉

J 9（O，35nlm／day →O．76mnl／day，3，7f音）

G－9（0．26nlm／day－1．11mm／day，4．3倍）
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あらたに測定した流域

No．2 G（1、16随㎜／day）、ho，↑7－J（1．73mm／day）

　本分類に該当する流域は、比較的流出高が高い．これは、分類皿と同様に瀬戸

層群中に貯留された地下水が、透水性の相対的に低い基盤岩である瑞浪層群の境

界付近から地表に多く流出しているためであると推定される・また・瀬戸層群か

らの地下水流出量が流出高を左右していることがわかる、

　この他、流域面積が大きく分類皿とIVが同居するG 10（1・24mm／day）にお

いても高い流出高が得られている。

　以上流出高の検討結果からは、昨年度と同様な傾向が得られ、瀬戸層群からの

地下水流出量が相対的に多く、瀬戸層群中に酒養された地下水は、その多くが瀬

戸層群と下位の基盤岩との境界部分より地表に流出していることが推定された。

　特に瀬戸層群は高い地下水貯留能・透水能をもち、流量に大きく寄与し、地域

の地下水流動系を制約していることが推定された．

一303一



　3．4，2昨年度測定結果との比較検討

　図3、4．2，1に昨年度と今年度の流出高計算値の比較図を示す．また、図3．4．2

、2に昨年度と今年度の流出高の比を図示する。

　」 2〈0．09mm／day→o．6411川1／day，7．2f音）、」一4（o・08㎜m／day→o・54mm／day

、G，5倍）の両測点の増加が顕著であるが、これは昨年度の河川流量測定値が伏流

の影響で過少に測定されたためである，その他の流域については2～4倍程度の

流出高を示しているが、今年度は降雨の影響が大きく、観測日時の違いにより流

量が変動していることから厳密な議論は行えないが、図3・4・2・1に示したように

流域間の相対的な傾向は相似的であることがうかがえる。
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しかし、少なくとも瑞浪層群堆積以前に当時の風化作用によってマサは形成されてい

ることは明らかである。又、東濃鉱山の坑道内でも、新第三系の堆積盆の基底にはマ

サあるいは風化程度の進んだカコウ岩が連続的に分布することが考えられる（2、2．5、

3．2参照）。

　マサは瀬戸層群と直接接するカコウ岩の上部にも分布しており（賊洞最上流部・土

岐北高校周辺）、又明世累層相当層と接する部分（匹田池周辺）でも見られる。これ

らは上記の推論を支持するものである。

　以上からカコウ岩は風化によってその表面に、透水性のよいマサ層を現地表と堆積岩

類の下部に運続的に持っていると考えられる。

カコウ岩の割れ目

　2．2，4で述べたようにカコウ岩の割れ目には階層構造が見られ・シーティング節理

卓越部の下位に垂直方向節理卓越が存在するという構成を持っている。

　特にシーティング節理卓越部は、この節理に地下水の流れがあったものと思われ・

新鮮な露頭では節理の部分だけが茶褐色に変色している。　　　　　図4－1に日吉川

出口付近での露頭で見られる模式的な柱状図を示す。・

図4－1

　ド　　ロ　　　ロ　　　　ロ　　　コ　　ロ　ゆ　リ　　　　

ごロレワホロロ
，1↑・il二牛，』ノ．1，．

臼∫r甲1，’』9r1・r’

、　　〔　　一β’
い　　＿5』一ワー＝3三：　舜

　　　　　　’＋　十　一←
ノーr＝＿　　　十

　’　　　　　　　　＿z
｝盟』　　一　　　’
　　　　　　’　　　　　　ノ十　　　　十　　十・十

一　　二
　　十　　　　　　十

　十　　　　＋　＋
　　十　　　十　十

一　＿　　岨十

一表土
粘土化激しい

一粘土分を含むマサ

斗　　した
　　片状カコウ岩

　シーティング節理

・卓越部（間隔柚±）

　　　　　　　　曳小断層

日吉川出口で見られるカコウ岩割れ目（シーティング節理）周辺の褐色化

図示したように、褐色変色は垂直方向の割れ目よりもシーティング箇理での方が顕
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著である。これは、カコウ岩体の内部では垂直方向の割れ目よりもシーティング節理

の方が水が通り易いことを示している。これには、シーティング節理の方が地表水に

近接していることが影響していると思われるが、割れ目の連続性についてシーティン

グ節理が垂直方向の節理に勝っていることを示すものだろう。

　2，2，5では、節理のうちシーティング節理の方が先行して生じていることを述べた。

とすると、地下水の流動は長い時閤のうちに、シーティング節理を利用する流れから

垂直方向節理を利用する流れに変わっていくとも考えられる。しかし、割れ目周辺の

岩盟劣化状況を考えると、地質時代を通じて地下水の流動はシーティング節理を利用

した流れの方が優勢で、垂直方向の節理を利用する流れは極く少なかったものと椎定

される。シーティング節理はカコウ岩体の風化殼の下部への流れを遮閉していたとも

考えられる。

　柄石川中流部ではシーティング節理から水が染み出しているのが見られた．

　　　これは、現在もシーティング節理が地下水の流動を規制している状況は変化し

ていないことを示すと考えられる。

石英斑岩（Quartz　Porphyry）の割れ目

　石英斑岩はカコウ岩とはやや異った風化状況・割れ目状況を皇している。日吉川下

流部には、カコウ岩中の岩脈として幅7～8η↓の鉛直的な石英斑岩脈が観察される。

岩体一面に柱状節理とこれに直交方向の節理が発達しており、前者は節理面閤隔が30

～50σ皿程度、後者は1，0肌前後の閤隔を有している。つまり石英斑岩はO，3～O・5×

↑，07πの長柱状の岩塊が積み重なっている産状を示す。又、カコウ岩のような明瞭な

風化階層（2，2．5参照〉を持っておらず、マサ化したカコウ岩の部分でもシーティン

グ節理卓越部でも上記の産状は変化していない。石英斑岩はこうした産状のために崩

落しやすく、谷地形を形成している（図4，2）。

　石英斑岩は露頭で確認したものは日吉川下流の1本の岩脈だけで、他には礫岩中の

礫として見い出されるのみである。しかし、動燃（得麗）によれば月吉鉱床西下のカ

コウ岩体中にも数本の岩脈が認められている（2，2．2参照）。

　石英斑岩中の割れ目には褐色化（口moniteによるもの）などは見られない。カコウ

岩での割れ目の議論を石英斑岩にも適用すると、石英斑岩中の割れ目も連続性が悪く、

水みちとしては重要でないと考えられる。
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以上からカコウ岩類の透水性の分布は下図4－3のようなものであると考えられる。

竃鋤糧
1

マ　　サ

シーティング節理

垂直方向節理

囲透水性大
囮透水性中
［二］透水性小

　　　　節　理

…”……・　水を含む節理

図4－3　調査地域のカコウ岩中に推定される透水性の垂直的変化

　マサ層は砂状であり、有効問隙率は非常に高い。物質として等方体であると考えら

れるから、有効間隙は網状に密に連続していると考えられる。

　これに対しシーティング節理卓越部は特定の水みちを持っており、massとしての透

水性は高いが、マサ層とのシャープな境界部で多くのマサから供給された水は遮断さ

れ、一定量の水だけがシーティング節理の下部まで達するものと考えられる。
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4，1．2瑞浪層群の透水性

　瑞浪層群は固結岩類で構成されている。このためカコウ類での検討と同様に粒度構

成・割れ目・風化程度について検討する。

瑞浪層群の粒度構成

　2，2，2で述べたように瑞浪層群の粒度構成は下位ほど粗粒になっている。模式図を

下に示す（図4－4）。

生俵累層相当層

明世累層相当層

土岐爽炭累層
相　当　層

1’

11

　　　l

l雪1

　　　　　　　　　　　　　　　　　礫細砂シ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　礫　ル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
図4－4　瑞浪層群の粒度構成の変遷

　これらは同一堆積盆で続成作用をうけており、下位ほど固結度が高いと考えられる。

未固結時には粒度構成を利用して透水性を論ずることもできるが・固結岩の場合には

粒度による透水性変化は少なくとも露頭観察によっては行うことができない。

瑞濃層群の風化程度

　瑞浪層群は地表に露出するものはかなり風化しており、スレーキングのほか土壌化

も見られる。これらは表層数100朋程度のものが多く・最大でも2翫を越えることは少

ないと思われる。これらを通じて地表水が浅層地下にもたらされることはあっても深

部までの供給は表面の風化によっては起こり得ず、割れ目を伝うと考えられる。
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　瑞浪層群の風化で注目すべきは最上部生俵累層相当層の上面に瀬戸層群による削剥

による割れ目が形成されている点（2，2，5参照）で割れ目周囲は劣化し黄変している。

瀬戸層群からの瑞浪層群への水の供給経路のひとつと考えられる。これは同様の地質

構成の場合に普遍的に形成されているものではなく、調査地域内では柄石川周辺の2

ヶ所で確認されているのみである。

瑞浪層群中の割れ目

　2，2，4で詳述したように、瑞浪層群中で地質時代と現在の水の流動に影響すると思

われるのはll皿oniteを充てんした割れ目とシャープな面を持った割れ目である。

　地形リニアメントと一致するものが多いこと（2，2，4参照）からも、これらの連続

性は示されると言える。特に割れ目頻度が↑肌あたり3本を越えるような顕著な割れ

目集中帯を形成する割れ目はカコウ岩基盤の割れ目に連続する走向を持つもので、瑞

浪層群だけでなくカコウ岩中まで達する可能性を持つものである（図牟5）。

　この他に、　2．4節で指摘した陥没に伴う割れ目は地下水の滴養といった点では重要

なものであり、深部への水の到達について1柚omte充てん割れ目とシャーアな割れ

目の存在と共に重要と思われる。
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’　　　　　ア　　　1

図4－5カコウ岩と瑞浪層群にまたがる割れ目（正馬様洞出口付近）
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4．1，3瀬戸層群の透水性

　瀬戸層群は半固結岩であるから、前述のカコウ岩・瑞浪層群の場合と異なり割れ目

についての議論を要しない。

瀬戸層群の粒度構成

　瀬戸層群は半固結でしかも粗粒砕屑岩主体のものであるため、調査地域の地下水の

滴養にとって重要な岩相である。ここで最も問題になる点は粒度構成とその平面的・

垂直的な分布状態である。

瀬戸層群の粒度構成は下図牛6のようなものである。

更新統

土岐砂礫層相当層

土岐口累層相当層

赤色土壌基質，』ll
　　砂礫岩

　　砂礫岩
・（砂質粘土

　　　を挾む〉

白色粘土基質

　　礫岩

　　陶土層　　礫　砂粘
　　　　　　　　　　　土

図4－6　瀬戸層群の粒度構成の変遷

　下部に陶土と凝灰質細粒物を基質とする礫岩が存在し・上部に砂を基質とする砂礫

（岩）が存在している。クサリ礫が存在するのはこの下部（土岐口累層相当層〉に限

られ、上部の砂礫層にはクサリ礫は全く含まれず、古生層の礫が大勢を占めている。

　顕著な地下水流動の痕跡はこのクサリ礫の存在とlimoniteの沈積によって表現さ

れている。これは本層の下部に集中しており、板状や縞状に沈積しているものが見ら

れる。
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瀬戸層群の風化程度

　瀬戸層群は未固結岩の下は風化の影響が著しく、2次的に移動した堆積物も多い。

2次堆積物には次のものがある。

①

②

③

④

赤色土壌を基質とする礫層（更新統？）

湿原上の礫原を形成する礫層（完新統）

崩積土・渓床堆積物（　〃　）

地すべり性堆積物（　〃　〉

　①は普遍的に見られるもので、瀬戸層群の堆積標高から数10肌低い位置に分布して

おり埋谷堆積物と見なせる。②、③は現世の堆積物であり沖積堆積物として今回は考

慮に入れない。④は航空写真判読の結果見い出されたもので、詳細は次節で述べる。

　瀬戸層群は現在の谷系によって著しい削剥を受けており、基盤の岩石が露出してい

る場合が少なくない。過去の地下水流動に対する寄与と現在のそれとは役割としては

変化していないと思われるが、その影響力において削剥された分だけ減少していると

考えるべきである。

クサリ礫の形成

　瀬戸層群の下部、土岐口累層相当層は顕著な変質作用を被っており、カコウ岩、濃

飛流紋岩の礫は軟化したいわゆる“クサリ礫”となっている。これは2・2・5・2・2・6

で述べたように鮮新世の風化ポテンシャルの高い時期の産物であって、現在より活発

な風化作用（地層中の地下水の流動による）によって地層中の成分が溶脱された結果

である。軟化し粘土化した礫は透水性が基質部分よりも高くなっており・　limonite

が集中的に沈積している。
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4，1．4調査地域の地質中の透水性分布

以上の議論をまとめると現在の地下水の挙動に関しては次の点が重要である。

カコウ岩

瑞浪層群

瀬戸層群・

シーティング節理分布の把握

マサの分布の把握

Imlonite充てん割れ目とシャープな割れ目分布の把握

地すべり・陥漫地形の深部の状況の把握

陶土層分布の把握

　各地質区分で挙げた柱状図を併せて本地域の地質中の透水性の垂直分布を示す。

図ル7に示したように定性的な透水性分布は瑞浪層群を挟んで上と下に透水性の高い

岩相が分布している。地下水の垂直的な移動は瀬戸層群に蔽養された水が瑞浪層群中

の割れ目を伝ってカコウ岩に達するという経路をとると考えられる。

　又、こうした垂直的な流れの他に堆積盆基盤のカコウ岩の傾斜を利用する流れも存

在すると考えられ、量としてはこの方が多いと思われる。図示した模式図はいわば堆

積盆の中心部での垂直的な水の流れであり、盆の周辺部では地質構成が異なっており

地下水の流動も異なる。次節ではこうした地質構造を考慮した地下水流動について論

じる。
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図4－7　調査地域に分布する岩相中に推定される透水性の垂直的変化
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4．2地下水盆区の想定

　2章では嵐地域の地質構成と地質構造について詳述し、3章で流域単位の水理地質構

造の慨説を行った。又、前節では調査地域の地質毎の透水性にっいて定性的なまとめを

行った。広節ではこれらを総合する形で調査地域での深層地下水の三次元的な挙動につ

いて、地下水盆区を設定するという形でのまとめを試る。

前節までの議論から、謂査地域内の地下水の滞水層は次のものが想定できる。

浅層地下水の滞水層：　瀬戸層群と下位の境界部

深層地下水の滞水層　　垂盤力コウ岩と瑞浪闇群の境界部

　瑞浪層群中にも透水性の良い層準が存在するが、それがそのまま滞水層として設定で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一4　　－8きるかどうかには疑問がある。全体には10　～10　オーダーの透水係数を持っており、

半～難透水顧で上記の滞水層と比肩し得る滞水層は設定できない。

調査地域の地下水盆区分

　以上の条件から調査地域の不透水性基盤としてカコウ岩（新鮮な）を、難透水層に瑞

浪層群、透水層として瀬戸層群とカコウ岩表層部（マサ）をそれぞれ設定して地下水盆

区を想定する。

　図4．8に地質図・断面図に基いて描いた地下水盆区分図を示す。これは調査地域の主

要な地質構造である月吉チャンネルの深部への地下水の到達経路の図示に主眼を置いて

おり、現在の地形や地質分布を幾分略化して表現している。又、チャン車ル構造の谷系

については動燃↑989に基いている。

図d，8からは以下のようなことが読み取れる。

①　不透水性基盤（カコウ岩）の分水嶺は瑞浪層群分布域を取り巻いており、両線が

　一致するのは一部（定林寺湖～賎洞分岐点〉に限られる。

②月吉チャンネル内の谷系（支チャンネル）の延長が地上に露出するのは・柄石川

　流域と睡洞川最上流に限られる。
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図4－8　調査地域の基盤分水界から推定される地下水盆区と瑞浪層群の堆積範囲
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③　現在の谷系によって初生の地質分布は乱されており、特に柄石川下流部（常道川

　との合流部～日吉川との台流部）では基盤、カコウ岩の傾斜方向を分断して谷が形成

　されており、特に削剥が著しい地域と考えられる。

④　現在の谷系によって瑞浪層群が削剥されて了った地域は柄石川中流部（狸岩川と

　の合流部～常道川との合流部）だけである。

　瑞浪層群を難透水層とした場合には、地表水が地下チャンネル底部に到達する機構は

不透水性基盤上のマサを介した流動が主要なものと考えられる．3・2で述べたように基

盤上のマサはE流域（大洞川〉とJ流域（正馬様洞）を除く大部分の流域の地下にほぼ

連続して形成されていると考えられるから、図耳．8の破線部分（瑞浪層群の残存部の境

界線）が地表水の地下への流入口と考えられる。特に柄石川全流域（狸岩川・常道川を

含む）は流域面積と“流入ロ”に接触する範囲の点で群を抜いており、地下への地表水

の流入の大部分をまかなっていると考えられる。これに次いで定林寺川（定林寺湖より

上流）の滴養量が多く、購洞川最上流域と月吉チャンネルの南縁に接触する流域（賎洞

川中流・H流域上流）の函養量はわずかであろうと思われる。

　調査地域内の南部の地下水盆区はその全体の形態が現時点で明らかでないが・次の諸

点については月吉チャンネルの場合との相違として指摘できる。

①　瑞浪層群分布域が山地を形成していない。

②　瑞浪層群・瀬戸層群の到達標高が一様に低い（数10肌の差）

これらの相違点が構造運動の結果であるか、初生の堆積時からのものであるかは現時点

では不明である。又、これらと関連して匹田池付近と1流域に見られる地すべり（ある

いは陥没）も地質構造の上で、又地下水洒養の意味からも解決されるべき問題である。

　以上から、調査地域の地下水盆の区分を図d，9のように設定することができる。想定

される流線を矢印で示してある。

地下水盆区とリニアメント

　2，2．4で示した割れ目系とリニアメントの分布は、瑞浪層群分布域では調査地域の東

側ほど増加する傾向を示した。しかも、瑞浪層群の層厚の厚い部分でリニアメントの集

中する区域が見られた。これらの事実は、リニアメントがチャンネル構造に規制されて

いる可能性を示すものである。
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　図4．9に調査地域のチマンネル構造とリニアメントを重ねて示した。明らかな傾向と

して読み取れるのは次の点である。

①　月吉チャンネルの分水界に沿うリニアメントが周囲に存在する。

②　現在の谷系とチャンネル構造の谷系が一致する部分にはリニアメントが存在する。

これらの点はチャンネル構造の形状が割れ目系を支配することを強く示している。

　2．2、5項で、リニアメントはIimonite充てん割れ目・シャープな割れ目の走向に合

致する傾向を持っていることを指摘した。又、こらの割れ目の形成時期は瀬戸層群堆積

前後と考えた（図2．33）。つまり、瑞浪層群が固結状態で形成された割れ目であると考

えた（2．2，6のVの階程）。

　この時期の割れ目にhmoniteを充てんするものが多いことは、瀬戸層群堆積後にこ

の割れ目を利用した地下水挙動が存在したことを示しており・これは現在に至っても継

続している可能性（他の種類の割れ目とともに）がある。

　しかし、現段階ではこれらを全体の地下水涌養量に対する割合として示すことは不可

能であり、現段階での調査地域の地下水函養機構のモデルとしては瑞浪層群を難透水層

として設定するのが最も現実に近いものである。

地下水滴養に対する瀬戸層群の役割

　図4，9に示した地下水盆区分図では瀬戸層群の存在は無視して図化しているが・前述

のように調査地域の浅層地下粋については瀬戸層群がその多くを貯留しているものと考

えられる。昨年度・一昨年度の報告書に示したように、このことは渇水期の河川流量が

瀬戸層群の体積と比例関係にあることで裏づけられている。瑞浪層群を難透水層に、カ

コウ岩基盤を不透水性基盤と見なす場合、残る瀬戸層群は調査地域の浅層地下水の貯留

とともに深層地下水の洒養を担っていると考えられる。

　本節で記述したように、調査地域の深層地下水は柄石川流域・定林寺川流域の河川水

からの函養量が最も多いと考えられ、これらはいづれも瀬戸層群とカコウ岩基盤によっ

て構成されている。

　瀬戸層群には顕著な変質作用（溶脱作用）の痕跡（クサリ礫の存在〉が残されており、

現在以上に瀬戸層群中の地下水の貯留量が多く、流動が活発であったと考えられる。

一123一



50⊃n

i：25，000
0

■　　　　　　　　一
5恒 』ひ⊃o

’）O干

B
　塘

ボ
詳

　　る
定木鏑

C
狸岩

壷
㌻

柄　峠

、

／訣

勧々

、

の

常満

トレ場　　　勢
　　　　　　　〆／

　　　　日『ト　フ 肛、1豪1、

竈
一「ネ

ミ
聖∫

G
　賎洞第一池

土岐北高賎洞第二池

　　　ユ
　　　↓

跨合
　　　’

E
口

’

■

’を》

彰．、・

　　ク

池

‘川出口

’寄

丙石ヲ、臨

〆
！

’　橋

月　ト7‘

／

／

L

図4－9　調査地域の基盤分水界から推定される地下水盆区とリニアメント集中域
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　　　　　　　　　　　6）1リニアメント集中域
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瀬戸層群が未固結岩で瑞浪層群・カコウ岩が固結岩であるという基本的な地下水理条件

が瀬戸層群堆積時以降変化していないことは、瀬戸層群堆積の前後に形成されたとされ

ている月吉ウラン鉱床には瀬戸層群を通過しこの成分を溶在させた地下水が鉱床形成を

促したことを示している。この地下水の鉱床形成場への到達機構も現在と同様のものと

考えられる。

月吉ウラン鉱床形成時と現在の地下水理条件の相違点は次の諸点である。

①　気候が現在より温暖であったために、風化のポテンシャルが現在より著しく高く

　瀬戸層群内では溶脱作用が付加作用に優っていた。地下水の化学成分は現在よりも

　溶存成分に冨んでいた。

②　瀬戸層群が調査地域全域を厚く覆っており、瀬戸層群の函養する地下水量が現在

　以上に多かった。

③　現在の谷系が形成される以前であり、地表水・地下水の流動系は基本的に全て基

　盤岩の形状に支配されていた。このことは現在のように地表水として天水が逸失す

　る機会が少なかったことを同時に示している。

　現在月吉ウラン鉱床が鉱化作用を進行させている状態であるのか、それともこれを溶

脱しつつあるのかは以上に挙げた場の形態の議論だけによっては不可能であり・地化学

的な検討を要するものである。

一125一



4，3瀬戸層群の体積と河川流量（再検討）

　前年度の調査で流域内の瀬戸層群の体積と河川流量とがほぼ正の相関を示すという結

果が得られた。今回は精査によって現地での瀬戸層群の基底面標高を多数確認している。

この結果に基いて今回瀬戸層群の賦存量を見直し、河川流量との相関について再度の検

討を加える。

　瀬戸層群の体積は今回平均断面法によって行った。これは下図（4－11〉に示すような

プロセスで行われる。

5わ’4
①

②

③

④

⑤

⑥

断面位置設定

基底標高設定

断面形から断面積の計測

2断面の平均断面積の算出

断面閻距離との積算

断面間体積の加算

1

2

3

図4－11

断面積（寵） 平　均 距　離 体　積

断面1
o 15 100 1，500

2 30
45 100 4，500

3 60 75 100 7，500
4 go

85 100 8，500
5 80 40 40 1，600
6 o

計　23，600㎡

　断面の設定は、流量観測位置を基点とし100肌問隔を基本として設定し・必要に応じ

て（正確な体積算出のために〉この1／2～1／4の距離を設定している。又、計算の都合

上両端の断面積をゼロにするため幾分谷の主方向と直交しない断面を設定した場合もあ

る。

　今回の計測結果を次頁一覧表に示す。尚、各流域の計測値と計測過程は巻末「瀬戸層

群体積集計表」を参照のこと。

レ
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1

表4．1　河川流量測定流域の瀬戸層群体積一．覧表

瀬戸層群体積（㎡）
差流　域　NQ 流域面積（断）

昨年度計測 今年度言†測

D－7 O，↑16 3，149，000 2，081，000 一34％

G－10 2，379 41，396，300 27，492，000 一34％

G－9 1，559 31，271，500 25，425，500 一19％

G－8 O，252 4，875，300 4，645，000 一5％
G－7 o．o↑9 424，200 310，500 一27％

G－6 O，042 761，500 1，075，000 ＋41％

G－1 0，061 633，000

G肘Q1 O，OO3 一
34，000 一　一　｝

GNQ2 0，727 12，368，509

GNα4 0，099 1，765，000

GNα7 O，025 486，000

GNα9 O，010 124，000

H－11 0，727 9，700，800 8，545，000 一12％

H－7 o，175 3，856，700 3，566，000 一8％
H－10 O，220 3，956，300 3，7go，ooo 一4％
H－6 O．3↑O 5，744，500 4，584，000 一20％

H－4 0，164 3，871，200 3，017，000 一22％

H－1・3 O，068 1，415，200 1，102，000 一22％

J－9 O，816 〔7，981，800） 7，965，000 一〇，2％

J－8 0，535 7，281，800 6，627，500 一9％
J－1 0，465 6，480，300 6，256，000 一8％
J－6 O，041 626，500 559，000 一11％

J－4・5 O，040 1，128，300 863，000 一24％

J・2 0，019 531，000 466，000 一丁2％

」一1 0，OO6 170，OOO

JNα14 0，013 161，000

E－2 0，394 5，259，800 6，096，000 ＋16％

E－1 O，33¶ 5，107，600 5，873，000 ＋15％

T・3② 1，226 両者で 12，009，000
一35％

T－3① O，946 38，986，700 13，516，OOO

A　　6噌A バ　ocn　つAA り　パ受n　A酉凸 『o鳳T－2

T－4
F－1
1Na24

吋α25

O，210

0，0go

O，232

0，058

0、062

4，869，300

3，344，200

2，430，000

2，523，000

1，095，000

　　　　0
　139，500

　一50％

＋255％

　一67％

昨年度データなし E二ニコおそらく昨年度計測ミス
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　前掲の瀬戸層群体積一覧表の作成手法については冒頭で述べたが、各流域での断

面形および断面積についてはこれも巻末の「流量観測流域での瀬戸層群断面図一覧」

を参照のこと。

　今回の再測定値は昨年の脆より下回るものが多く、5％～30％程度少ない量にな

っているのがほとんどである。前回の測定値との差が大きい流域はG6・丁流域全

般である。前回の測定は瀬戸層群の基底面を平坦面として扱っており、G6はこの

基底面の標高の設定が高すぎたために数値が大幅に下回ったものであり・丁流域に

ついては基底面が実際には凸形であったために生じた計測方法上の限界によるもの

である。これらを除けば概ね前回の測定値よりやや下回る数値で・これは測定方法

と豊冨な現地データの襲づけがある点でより現実に近い数値である。

　瀬戸層群の体積と渇水期河川流量との相関については現在検討を進めている際中

である。
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4．4水理地質解析上の問題点

　今回の調査によって調査地域の水理地質構造は、特にその形態の把握という部分にお

いてほぼ十分な成果を上げることができた。又、調査の視点や調査地域の地質構造上の

問題についてもほぼ指摘できたと考える。

　しかし、今後水理地質構造のモデル化までにはまだ多くの解明されるべき問題点が残

っている。それらについて、本章の項目毎に簡潔に以下に示す。

1）透水性
　　ボーリングデータ中の電気検層データ・放射能検層データあるいは透水試験デー

　タの蓄積によって定量的な透水性の分布を決定する。特にカコウ岩の風化（割れ目）

　階層に対応する透水係数の設定・瀬戸層群の透水係数の代表値の設定等は本調査の

　目的にとって重要である。又、瑞浪層群中の割れ目の透水試験も必要である・

2）　地下水盆区の想定

　　今回は深層の地下水滞水層についての議論を主に行っている。ボーリングデータ

　には地下水位が併せて示されており、まずこれらを集積することにより浅層の滞水

　層を特定する作業が第一に必要である。地下水流動のポテンシャル図もデータの集

　積に伴って可能になり、現在の地下水挙動の特性が明らかにされるであろう。特に

　瑞浪層群内の水の挙動は現時点で推定の域を出ないため・これらのデータの集積は

　重要な示唆を与えると考えられる。

3）　瀬戸層群の体積と河川流量（再検討〉

　　今回の計測によってほぼ現実に近い瀬戸層群の体積が求髭）られた。
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5．まとめと今後の課題

　ここでは、本調査によって得られた成果をまとめ更に本調査の目的を達成するための

今後の課題について列記する。

η　地質調査

　今回の調査は月吉鉱床周辺の約5k㎡を対象とする現地地質構造を行い、地質構造

の把握と共に水理地質的に重要と思われる「割れ目系」・「風化」・「瀬戸層群の

基底面の形状および分布」について特に詳細なデータを集積しこの結果を地質図・

断面図および報文としてまとめた。

　調査地域の地質層序は従来と異なる結論を得・顕著な不整合面は瑞浪層群の上下

の境界面のみであったため層序の設定を改変した。地質層序はこの意味で下位から

基盤力コウ岩。瑞浪層群・瀬戸層群に三分でき、瑞浪層群は一連の海進過程による

堆積問隙のほとんどない上方細粒化を示す層相であると判断できた。しかし・調査

範囲が狭い点と層序的に意味づけの不詳な岩相（含礫泥岩・泥岩角礫岩など）の存

在により累層区分あるいは部層区分は今回あえて行わず、今後の広域的な調査の段

階の課題とし、相当層という形で累層区分を存続させた。

　地質構造は非常に単純であるが、カコウ岩基盤の形状がやや複雑である点・地す

べり（陥没）および瀬戸層群の2次堆積物が表層地質を乱しているために地質構造

の解明にはボーリングデータを多く用い、これによって、ほぼ調査地1或の地質構造

を明らかにすることができた。しかし、月吉断層の性格づけについては調査地域で

は地上での明瞭な証拠が得られないため、今後の調査にゆずるものとする。現時点

では、月吉断層は月吉チャンネルの形成と土岐爽炭累層相当層の堆積時に活動し、

それ以降の活動はないと考えている。又、月吉チャンネルを形成する際の月吉断層

の活動は、西北側に隣接する可児盆地の火山活動と運動するものではないかと考え

ている。

　割れ目系についてはカコウ岩中に2種類の深度分布と運続性および形成時期の異

なる割れ目を確認した。浅層にシーティング節理（10氾±〉・深層に垂直方向節理

（方状節理）が各々卓越する“層”をなしている。前者は後者に比して運続性に優

れ、形成時期も早いと推定された。又、前者はカコウ岩原地形面に平行であり、こ

の原地形面の把握に有効であることがわかった。
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　瑞浪層群中の割れ目に6種類を認別し、その形成時期と運続性について検討した。

その結果、瀬戸層群堆積前後に形成されたと推定されるIi冊omte充てん割れ目と

垂直的でシャープな割れ目が連続性において最も優れていると評価できた。部分的

にこれらの割れ目は1肌あたり3広以上の密度を持つ「割れ目築中帯」を形成して

おり、航空写真によるリニアメント判読からこれらは現地形を支配していると考え

られた。

　風化はカコウ岩中によく保存されており、割れ目の階層と併せてカコク岩原地形

の把握に有効なデータを提供することがわかった。マサが前記のシーティング節理

卓越部の上位に載っており、これらは瑞浪層群の下位の基盤力コウ岩の上面にほぽ

連続的に分布している（地下でも）と推定された。

　瑞浪層群や瀬戸層群中には調査地域内から供給されたカコウ岩巨礫が見い出され、

後者に含まれる礫は他の構成礫と共に強風化を被っている。木宮（1981）の成果を

引用し、これらマサ等を形成する強風化は中新世～鮮新世の風化ポテンシャルの高

い時期の産物であると推定した。

　地理・古地理については柴田・糸魚川

結果に基づいて再構成して示した。

（1980）および動燃（1988）を今回の調査

2）　水理地質構造

　調査地域に分布する岩相のうち、透水性に優れたものとして・瀬戸層群とカコウ

岩表層のマサおよびシーティング節理卓越部に設定した・垂直方向の地下水の動き

がある場合には、瀬戸層群に函養された地表水が瑞浪層群中の割れ目を介してカコ

ウ岩基盤に到達すると考えられた。

　調査地域の深層地下水の滞水層をマサに設定し・調査地域の地下水盆区分を試み

た。その結果、瑞浪層群全体を難透水層と考えると月吉チャンネルの底部への地下

水の到達は、主に柄石川・定林寺川上流域の河川水を主体とすると考えられた。月

吉ウラン鉱床形成時の地形・地質条件はほぽ現在と同様なものと考えられるため・

月吉ウラン鉱床生成には瀬戸層群の溶脱成分を多く含む水の関与があったものと推

定した。

　瀬戸層群の体積と河川流量の相関について再検討を行った。瀬戸層群の体積は平

均断面法を用い、流量観測流域毎に算出した。昨年度の算出邑より5～30％少なく

なるものが多かった。河川流量との相関については現在検討中である・
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1．ボーリングデータ整理表（18葉）



東濃地区ボウーリングデータ整理表

N　o． 境 界　　標 盲同 備 考

A2

地表 227．8
瀬戸 2

225．8
生俵lx

明世13L 00
196．

8 スコリア砂岩より上

土岐 93． 90
133．

9 放射能ピーク：84～89
Gri 風化強い

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

A5

地表i　　　　　27　1．　9

瀬戸ix

生俵139　　　　232．9 レキ岩5．5m

明世i70、　2　　　　　　　20　1．　7 浮石ギョウカイ岩より上

土岐1124　　　147．9 放射能ピーク：118～124
Gri

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

A7

地表　i　　　　　256．　4

瀬戸i×

生俵i　x

明世i25，　5　　　　　　　230．　9 スコリアタフより上

土岐i96．5　　　　159，7 上部にカイカセキあり（50m）

Gr　i 放射能ピーク：なし

NQ． 境 界 標
盲『司 備 考

A8

地表i 219．9
瀬戸i×

生俵ix
明世i×

土岐i41．3 178．6 放射能ビーク＝なし

Gri

No． 境 界 標 古同 備 考』

A9

地表i 243．9
瀬戸ix
生俵i×

明世126 217．9 26m貝化石多産
土岐採 放只士能ピータ　：　2　1～24弱㌧、

Gr　i 緑色化

無



東濃地区ボウーリングデータ整理表

No． 境　　界　　橿　　高 備　　　　　　　　　考

A11

地表i　　　　　230．　0

諄直戸　i8．　1　　　　　　　　　222．　3

生俵i13，5　　　　216．9 軽石砂岩より上

明世i18．0　　　　212，4
土岐1 放身r能ピーク＝なし

Gr　

No． 境　　界　　嫉　　高 備　　　　　　　　　考

A15

地表i　　282，0

瀬戸i3　　　　　　279
生俵i33　　　　　　249 レキ3m　化石あり

明世ix
土岐 x 放射能ピーク＝なし

Gr 同化激しい

N　o． 境 界　　標
宣同 備 考

A　l6

地表i 276．
0

瀬戸i｛3》 （273）

生俵海3 233 レキ12m イヒ石片含む

明世i73 203 レキ岩の上

土岐i93 183 放射能ピーク；なし

Gr　i

N　o． 境 界　　標 吉n， 備 考

A23

地表i 314．
9

瀬戸 37
277．

9

生蜘76， 3
238．

6 レキ岩9． 5m

明世i81 233．
9 チャートレキ含む

土岐 160
154．

9 放射重髭ピーク；143－147

Gr　i K長石あり

N　o． 境 界　　標
古同 備 考

A25

地表i 306．
9

瀬戸i34 272，
9

生俵i72 234．
9 レキ岩5m

明世i109 197．
9

土岐 x 放射能ピーク：なし

Gr　l 緑色化



東濃地区ボウーリングデータ整理表

N　o． 境　　界　　漂　　高 備　　　　　　　　　考

A29

地表　1　　　　　184．　7

瀬戸×

生f海x

明世i25　　　　159，7 軽石砂岩より上

土岐　i1　09　　　　　　　　　　75．　7 放射能ピーク；84、86
G　r　i

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

A30

地表i　　　200．8
瀬戸 ×

生f却x

明世ix
土岐　 96　　　　　　　　　　104．　8 25mに貝イヒ石含む　　　　　　　　　　放射f党ビーク；79、92

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A42

地表i　　325．2

瀬戸i44　　　　281、2
生俵179．5　　　　245，7 レキ岩8．5m

明世i　l　O6　　　　　219，2 同時角レキより上

土岐　i143　　　　　　　　182．　2 放射能ピーク；なし

Gri

NQ． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A43

地表i　　295．2
瀬戸i12　　　　　　　　　　283．　2

生俵i65　　　　　　230．2 レキ岩2．5m

明世i78．　5　　　　　　　216、　7 同時角レキより上

土岐i126．5　　168．7 放射能ピーク：129－136弱い
Gri ネン土化

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

　，A44

地表i　　288．9
瀬戸i2　　　　　　　286．9
生俵i67．　5　　　　　　　221．　4 レキ岩12m

明世i87　　　　201，9 土岐

土岐1 放射能ピーク＝なし

Gri



東濃地区ボウーリングデータ整理表

N　o． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

A45

地表　i　　　　　　30　5．　8

瀬戸i24　　　　　　　　　281．　8 砂岩2m
生俵i69　　　　　　　　　　236．　8 レキ岩7m、貝化石含む

明世i110　　　195．8 小レキ岩より上

土岐i153　　　　152．8 放射f髭ビーク　＝151～153

Gr　i

No． 境 界 標 宕1司 備 考

A52

地表i 269．4
瀬戸i×

生俵i×

明世i52．7 216．7 細岩より上

土岐i141．5 127．9 放射能ピーク：105、137
Gri

N　o． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A56

地表i　　　　186．　1

瀬戸i×

生俵ix

明世ix

土岐i13L5　　54・6 放射能ビークニ74一一99

Gr　i

No， 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A66

地表i　　　304．7
1頓戸i38　　　　　　　　　266、　7

生俵i×

明世i80　　　　　　　　　　224．　7 浮石砂岩より上

土岐　il38　　　　　　　　　166、　7 放射能ピーク；125～128
Gri

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

A68

地表i　　309．7

瀬戸i23　　　　286．7
生俵i76　　　　　　　　　　233．　7 レキ岩2m

明世i99　　　　　　210．7 同時レキ岩より上

土岐　i　l4　1　　　　　　　　　1　68．　7 放射能ピーク1なし

Gr　i 風化

丹



東濃地区ボウーリングデータ整理表

N　o， 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

A70

地表i　　　　　304．　37

瀬戸i2L5　　282．87
生俵i87　　　　　217．37 レキ岩20m
q月世i121　　　　　　　183．　37 細レキ岩より上

土岐　i1　50　　　　　　　1　54．　37 放射能ピーク：なし

Gr　i

地表i

瀬戸i
生俵i

明世i
土岐』i85

No． 境 界 標 宕PJ 備 考

A79

地表i 190
瀬戸i×

生俵ix

明世i43 147 レキ岩の上

土岐i60
130 放射能ピーク：なし

Gr　i

N　o． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A83

地表i　　　282
瀬戸i9　　　　　　　　273

生俵i61　　　　　221 レキ岩3m
明世　i95　　　　　　　　　　　　　187 浮石ギョウカイ岩より上

土岐　i1　52　　　　　　　　　　　　130 放射能ピーク＝144～147

Gr　i

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A84

地表i　289．5
瀬戸i18　　　　　　271．5
生郎×

明世166　　　　223，5 浮石ギョウカイ岩より上

土艇135．5　　　154 放身†能ピータ　＝1　27、1　35弱い

Grl

景



東濃地区ボウーリングデータ整理表

No． 境　　界　　漂　　高 備　　　　　　　　　考

A87

地表i　　　267。6
瀬戸i×

生俵i44　　　　　　223，6 レキ岩5m

明世i78　　　　　　　　　　189．　6 浮石キョウカイ岩より上

土岐　i　l　36　　　　　　　　　1　3　1．　6 放射能ピーク：113、114弱い
Gri

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

A94

地表 　　　234．0
瀬戸ix
生俵i×

明世i21　　　　　213 浮石ギョウカイ岩より上

土岐i　1　06　　　　　　　　　　　　1　28 放射能ピータ＝95～98

Grl

No， 境 界 標 右同 備 考

A96

地表i 261
瀬戸i×

生働x
明世i54

207 レキ岩より上

土岐i119．5 141．5 放射能ビーク　＝104、120

Gri

No． 境 界 標
古同 備 考

A97

地表i 255．4
瀬戸i×

生俵採

明些59 196．4 レキ岩より上

土岐i125 130．4 放射能ピーク＝97～117
Gri

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A　IO4

地表1　　　　283

瀬戸i21　　　　　　　　262
生俵i×

明世i72　　　　　　　　211 細レキ岩より上

土岐　i84．　5　　　　　　　1　98，　5 放射能ピーク＝なし

Gri



東濃地区ポウーリングデータ整理表

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A　IO6

地表i　　　214，2
瀬戸ix
生俵i×

明世i28　　　　　　186．2 細レキ岩より上

土岐　i41　　　　　　　　　　173．　2 放射能ピーク：なし

Gr　i

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A　114

地表i　　297
瀬戸i25．5　　27L5
生俵ix

明世 70　　　　　　　　　　　　　227 細レキ岩より上

土岐1183（衛）　　　隅〔湿） 放射能ピーク；127～145
Gri

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

A　120

地表i　　　265
瀬戸ix

生俵i8．5　　　　　256，5 レキ岩3m

明世i64，5（74）　　200・51“91｝粗粒ギョウカイ岩より上

土岐　11　1　3　　　　　　　　　　　　1　52 放舅1能ビーク；81－84，　88、91，　101・、103

Gピ

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A　122

地表i　　　312
瀬戸i35　　　　　　　　277
生俵i65　　　　　　　　　　　　　247 レキ岩／5m

明世i113　　　　　199 浮石キョウカイ岩より上

土岐i178　　　　　　　　　　134 放射能ピータ＝129～131，　145、178弱』、
Grl

N　o． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A125

地表i　　212．7
瀬戸i×

生俵i×

明世i21（5．5）　　　191．7（207、2〕 軽石ギョウカイ岩より上

土岐11　1　1　　　　　　　　101．　7 放射f髭ピーク＝108～112，　1］ 7、119
Gr　l



東濃地区ボウーリングデータ整理表

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

A　131

地表i　　　　　307．　2

瀬戸 25　　　　　　　　　　282，　2

生俵i70　　　　　　　　　　237．　2 レキ岩6．5m

明世　 100　　　　　　　　207．　2 粗粒砂岩より上

土岐i155　　　　152・2 放射‘彪ピーク：1弓2－148
Gri 変質

No． 境 界 標 實8司 備 考

）

地翼 263．2
瀬戸ix

A　132 生俵ix

〔 明世11，7 251．5 粗粒ギョウカイ岩より上

土岐i80 183．2 放射能ピーク：80～81

G　r 変質

N　Q． 境 界　　漂
吉旧コ 備 考

A　l34

地表 278．
2

瀬戸ix
生俵i44 234．2 レキ岩10m
明世i76 202．

2 粗粒ギョウカイ岩より上

土岐i130 148．
2 放射能ピーク　＝120～121

Gr　i

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A143

地表i　　　310
瀬戸i27。　5　　　　　　282．　5

生俵137　　　　　　　　　　　　　273 レキ岩2m

明世195　　　　　　215 軽石ギョウカイ岩の上

　　一土岐il32　　　　　　　　　　　178 放射能ピーク＝108～109，　129～132
Gri

No． 境 界　　標
吉同 備 考

A149

地表i 299

瀬戸122 277

生俵lx
明世i75 244 レキ岩の上

土岐i120
179 放射能ビータ＝なし

Gri

5



東濃地区ボウーリングデータ整理表

No． 境 界 標 宕同 備 考

A153

地表i 275

瀬戸lx
生俵i×

明世i73 202 細レキ岩の上

土岐i132 143 放身｛能ピータ　＝　1　1　5～1　3　1

Gri

N　o． 境 界 標
古同 備 考

A209

地表i
265

瀬戸i4 261
生俵i×

明世i80 185 細レキ岩の上

土岐i117 148 放駐士能ピータ　：104～1　17

No． 境 界　　標
吉陣膣 備 考

A219

地表i 297
瀬戸i27 270

生榔x
世　　101

196 レキ岩の上

土岐i128 169 放月†能ピーク：125～126
Gri

No． 境 界　　標 寳同 備 考

A220

地表i 314

瀬戸i44 270

生俵ix

明世i106
208 細レキ岩の上

土岐i148 166 放射能ピータ＝135～136弱い
Gri

NQ． 境 界　　標
官巨『 備 考’

A248

地表i 260
瀬戸i×

生俵ix 放射能ピータ ：13－15弱い

明世165 195 細レキ岩の上 74－78弱い
土岐i　lo4 156 85～87
Gr　i 風化・変質 93～102



東濃地区ボウーリングデータ整理表

N　o． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A256

地表i　　　279

瀬戸i11　　　　　　268 9．5mに粘土あり

生俵i×

明世ゆ7　　　　　182 レキ岩の上

土岐 118　　　　　161 放射能ピーク；108－110

Gr　l 岩片化

No， 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A274

地表i　　　283
瀬戸 11　　　　　　272
生俵 53　　　　　　230 レキ岩5m
q∫1世　179　　　　　　　　　　　　　204 軽石ギョウカイ岩の上

土岐　1125　　　　　　　　　　　1　58 放射能ピーク＝なし

Gr　i 風化・岩片化

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

A219

地表i　　　2go

瀬戸i26　　　　　　264 25～26粘土
生俵i×

明世i76　　　　　　　　　　　　　2　14 細レキ岩の上

土岐i106　　　　　　　184 放身｝1彪ビークi101、107弱い
Gri 変質・岩片化

N　o， 境 界 標
音【司 備 考

A295

地表i 265

瀬戸ix
生俵i　x

明世i67 198 レキ岩の上

土岐i114 151 放9f能ピークニ112～115弱い

Gr　i

NQ． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

A318

地表1　　　216
瀬戸沫
生俵1×

明世i　l361（261　　　（18σ1（1901 細レキ岩の上

土岐i89　　　　　　127 放射1髭ピータ：63～64，84～86

Gr　i 岩片化



東濃地区ボウーリングデータ整理表

N　o． 境 界 標 吉同 備 考

A328

地表i 209
瀬戸i×

生俵 　x

明世i29 180 細レキ岩の上 放射能ピーク＝なし

土岐140
169

Gr　i

N　o． 境 界 漂 高 備 考

｝

地表i
瀬戸

A 生俵1
（ 明世i

土岐i

Gr　i

N　o． 境 界 標 古1司 備 考

）

地表i
瀕戸i

A 生龍

〔 明世i

土岐i
Gr　l

N　o． 境 界 標
脊1司 備 考

地表1

）

瀬戸i
A 生俵

（ 明恕

土岐i
Gr　i

N　o、 境 界 標
マ．8陣1 備 考

）

地表i

瀬戸i
A 生俵1
（ 明世i

土岐i
Gr　l



東濃地区ボウーリングデータ整理表

No． 境 界　　標
も一「岨

備 考

S9

地表i 272．00
瀬戸i×

生俵i34 238 砂岩8m

明世i74 198 レキ岩の上 放射能ピーク： 105～107弱い

土岐ill6
156 11

0～112弱い
Grl 121－123弱い

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

SI　l

地表1　　　　295
漣頁戸　 7　　　　　　　　　　　　　　　288

生1喪　 4　3　　　　　　　　　　　　　　252 レキ3m
剛1世　i95　　　　　　　　　　　　　200 カコウ岩の上

土岐i× 放射能ピーク＝なし

風イヒ

No． 境 界　　標
古同 備 考

Sl2

地表i 284

瀬戸i3 281

生俵ix

明世 42 242 レキ岩の上

土眺83 201 放射能ピーク＝なし

Gピ 風化

N　o， 境 界　　標
宣1司 備 考

S15

地表i
307

瀬戸i33 274 25－33m粘土

生俵i72
235 レキ6m

明世195 212 細レキ岩の上

土岐i130
177 放射能ピータ；なし

Gr　l

N　Q． 境 界　　標
吉一可 備 考

S16

地表i 310．00
瀬戸139 271 枯土・砂6m

生俵i　go
220 レキ9m

明世i132
178 アルコーズの上

土岐i172
138 放射能ピーク：なし

Gr　i 風化



東濃地区ボウーリングデータ整理表

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

S22

地表1　　　　　27弓．　OO

瀬戸　　1　4　　　　　　　　　　　　　　260 3～14mが砂
生f炎　149　　　　　　　　　　　　　　225 レキ10m
明世　158　　　　　　　　　　　　　　2　1　6 カコウ岩の上

土岐1 放射能ピーク：なし

Gr　

No． 境 界　　標 宣1司 備 考

S26

地表i 262

瀬戸ix

生俵ix
明世i25 237 レキ岩の上

土岐i41 221 放射能ビーク；なし

No． 境 界　　標 盲同 備 考

S30

地表i 280
瀬戸i×

生俵139 241 砂4m
明世娘2 198 レキ岩の上

土岐188 192 放射能ピーク＝なし

Grl

N　o． 境 界 　標269 育団］ 備 考

S31

地表ix

瀬戸ix

生俵i39 カコウ岩の上

明世i× 230 放射能ピータ：なし

土岐i

Gr　

NQ． 境 界 標 古同 備 考

S33

地表i 306

瀬戸i27 279 カコウ岩の上

生俵i×

明世ix

土岐ix 飲射能ビータ＝なし

Gri



東濃地区ボウーリングデータ整理表

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

S35

地翼　　　　277

瀬戸i8　　　　　　　269
生俵 ×

明世123　　　　　　　　254 レキ岩の上

土岐i36　　　　　　241 放射能ピーク；38～39弱い

Gピ フェグマタイト

No． 境 界　　標
唱’PI 備 考

S37

地表1 298

瀬戸il8 280

生龍×

明世i53 245 レキ岩の上

土岐i109 189 放身†能ピータ　＝　1　02～1　1　3

GF下 笛理

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

S66

地表i　　　274
瀬戸i×

生俵i×

明世i56（71）　　　　　　218（203｝ 細レキ岩の上

土瞬148　　　　126 放廉全麟…ピータ　＝　78～82，　1　09～1　1　1

Gr　l
風｛ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1　3～1　1　5，　129、1　36

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

S87

地表1　　　276
淳麺戸　 7　　　　　　　　　　　　　　269

生俵i49　　　　　　　　　　　　　227 レキ・砂が9m

叫1世　i77　　　　　　　　　　　　　1　99 レキ岩の上

土岐　i1　35　　　　　　　　　　　14　1 放射能ピーク＝12上、135
Gri

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

S89

地表i　　　291
漣蔓戸i18　　　　　　　　　　　　　273 15～18m粘土

生俵i55　　　　　　　　236 レキ5m

明世i33（76｝　　　2081215） レキ岩の上

土岐i143　　　　　　　148 放射f髭ピーク；1　14～117，　120～123
Gri 130～143



東濃地区ポーリングデータ整理表

地表1
瀬．戸

生俵i

明世1
土岐 1）

N　o． 境 界 標 備 考

s 122

地表i 140

瀬戸i5 135
生俵i×

明聾55 85 以下のデーターは欠除

土岐 21rn

（｝r

N　Q， 境 界　　榎 古i司 備 考

S　l53

地姦 201
瀬戸i×

生俵l　x

明世i27 174 レキ岩の上

土岐i39 162 放射能ピーク＝なし

Gr　i 風化

NQ． 境 界 標 高　　」 備 考

S　156

地表i 188
瀬戸 x

生俵i×

明世i×

土岐i32 156 レキ岩なし 放射能ピーク＝24～25　（弱〉

Gr　i 変質

No． 境　　界　　標　　高 鯖　　　　　　　　　　考『

S　160

地表i　　　273
瀬戸淳　　　　　　　268
生俵採
明世i61（401　　　　　　212（233〕 レキ岩の上

土岐192　　　　　　181 放射能ピーク：75～80，　83～85
Grl

89～90



東濃地区ボーリングデータ整理表

N　o． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

S　163

地表 　　　　271

瀬戸 x

生俵河9　　　　　　222 レキ・砂17m

明世　176　　　　　　　　　　　　　195 細レキ岩の上

土岐i1　22　　　　　　　　　　　149 放身r能ピータ　＝93～94，　103～104

Gr　i

N　o． 境 界　　標 吉阿1 備　　　　　　　　　　考

S　165

地表i 290
瀬戸 17 273

生俵i64
226 レキ・砂19m．亜炭を含む

明世 　go
200 細レキ岩の上

土岐i122
168 放身士能ビーク＝1　13－1　1∠1． 116～117

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

S　185

地表　1　　　　　274，　70

瀬戸i6　　　　　　268．70
生俵i4　　　　　　270，70 レキ・砂7m

明世i44　　　　　　　　230．　70 細レキ岩の上

土岐i86　　　　　　　　188，　70 飲射能ピーク；78、80
Grl

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

S　191

地表　i　　　　　276．　80

瀬戸医

生俵i44　　　　　232．80 レキ・砂14m

明世　i69　　　　　　　　207，　80 レキ岩の上

土岐i84　　　　　　　　192，　80 放射能ピーク　：80～93　（弱）

Gr　i

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

S210

地姦　　274・10
瀬戸i6　　　　　　268．10
生俵i×

明世i52　　　　　　　　222，　10 細レキ岩の上

土岐i78　　　196・LO 放射1彪ピーク　；54～56　（弱），　70～71

Grl 76～78



東濃地区ボーリングデータ整理表

No． 境 界　　標 高 備 考

皿 地表 289．70
瀬戸i24 265．70

S　216 生俵 x

明世 73
216．70 レキ岩の上

土帳76 213．70 ペグマタイトあり 放射f髭ピーク：70～82　（弱）
Gri

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

s225

止也表　i　　　　　286．　30

瀬戸112　　　274，30
生俵　142　　　　　　　　　244，　30 レキ・砂18m

明世i53　　　　233・30 レキ岩の上

土岐i68　　　　　　　　218．　30 放射能ピーク：なし

Gri 変質、ペグマタイトあり

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

S234

地表i　 321．70
瀬戸　i36　　　　　　　　285．　70

生俵i70　　　　　　　　251．　70 砂バ2m

明世180　　　　　241．70 レキ岩の上

土岐11　18　　　　　　　203．　70 放射能ピーク＝92～96　（弱），　107～1〔）8

Gピ

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

S　247

地表1　　281．59
瀬戸il4　　　　267・59
生俵ix
明世　i34　　　　　　　　247．　59 レキ岩の上

土岐i84　　　197・59 放射能ビーク：64～74
Gri 風化

No， 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　　考

S　252

地表 　262・17
瀬戸　13　　　　　　　　　　259，　17 0－3粘土
生俵i×

明世　i27　　　　　　　　235．　1　7 レキ岩の上

土岐i56　　　206・17 放射能ピーク＝47～49　（弱）

Gri 風化



東濃地区ポーリングデータ整理表

No． 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

S　260

地表i　　　288
瀬戸i（4）　　　　　　　（284

生俵i52　　　　　　236 レキ8m
明世i87　　　　　　　　　　　　　201 レキ岩の上

土岐i92　　　　　　196 放身f能ピーク　＝86～87　（弱〉　，　89～92
Gri

No． 境 界　　標
一8『司

備 考

MTl

地表i 281

瀬戸i4 277

生俵i30 251 レキ4m 化石含む

明世i41 240
土岐i× 放射能ビーク：なし

Gピ

No， 境　　界　　標　　高 備　　　　　　　　　考

Z14

地表i　　　147
瀬戸i　（4）　　　　　　　　　（143

生俵i×

明世i16　　　　　　　131 細レキ岩の上

土岐i62　　　　　　85 放射能ピーク1なし

Gr　i 風化

No． 境 界　　標
官「司 姉 考

Z7

地表i 150

瀬戸i（3） （147
生俵ix

明世ほ0 140 カコウ岩の上

土瞬 放射能ピータ：なし

Gr　i 斑状、風化

No． 境　　界　　漂　　高 備　　　　　　　　　　考

S34

地表i　　330．oo
瀬戸i50　　　　　280 34～46m粘土・砂
生俵ix
明世　i6　1　　　　　　　　　　　　　269 カコウ岩の上

土岐ix 放射能ピーク＝なし

Gri



2．瀬戸層群堆積集計表（35葉）



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　D－7 定林寺川 流域面積　O．176K㎡

断面位置図

　く）
　　ハφ　　　 ＼

声　　　 ρ
＼

　　　　　　　　　　　り
　　　　　　ら／ノG一’〉＼

　　　　　．、　：ぷ＿4
　　　　へ
　へ、　＼》
　　w魚
　　　　　と　　o　　　謡　　　♪
〈）　　　　P

か

　、
　／

瀬戸層群の面積占有率　　75％

断面　面． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 o．oo
2491．34

80 199307

2 4982．69
4696．31

100 469631

3 4409．93
3572．03 〃

357203
4 2734．13

2794．26 〃
279426

5 2854．39
2485．31 ” 24853τ

6 2116．23
2168．70 〃

216870
7 2221．17

2396．13 〃
239613

8 2571．10
1285．55

go 115699
9 0．00

10

11

12

13

14

15

16

17

合　　　計
2081281

流域内の瀬戸層群の体積 （　D7　　　　　　　　　　〉
2081000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　E－1 大洞川 流域面積0．331民㎡

断面位置図

　h
　り　　　　　“　『　　　1　　　』 　　　Dり
　　　　　　　F　　　卜N　　　　　　　　hプ　　　ー　　　 l

　　　　　切　　　Nり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り

　　　　　　　留r　　　　　　　　　　　　　　　　　匂
り
国

O　　頃
l　　l　　マ　　σ、

り　　　　　　　　し
勧　　一　　 剛　　 l　　　N
　　口　　　　　　　一　　　　

　　　国　　　　　は　　　　り
　　　　　　　周，
　　　　　　　ζ　＿

り
』

ロ
訟

瀬戸層群の面積占有率　　98％

断面　囲o， 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 1883．80
2449．38

100 244938
2 3014．97

3319．84 〃
331984

3 3624．71
4872．32 〃

487232
4 6119．93

6891．36 〃
689136

5 7662．80
6610．86 〃

661086
6 5558．93

1136．10 〃
713610

7 8713．27
8442．22

∫ノ
844222

8 8171．18
8077．67 〃

807767
9 7984．17

7088．48 〃
708848

10
6192．79

36”．50 〃 36”50
11

1030．22
515．11

45 23179
12

O．00

13

14

15

16

17

合　　　計
5873155

流域内の瀬戸層群の体積 （　E1　　　　　　　　　）
5873000

じ～



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　E

2 大洞川 流域面積　0．394　K㎡

断面位置図

’

　　　’　　　〆
　　　　　　〆
／ノ＆1

－　　》

　　　　　丈7
　　　　　ノ
　　　　　‘
　　　　　》

　ぐ
　～7卜　　　　＼

　　ひ＼

巽
／

瀬戸層群の面積占有率　　55％

断面　陶． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

n　A
11 O、00

71，38
35．69

100 3569

2

832，19

476，78 〃
47678

3

1814．79
1348，49 〃

134349

4

0，00
907．39

40 36295

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合 計
222392

流域内の瀬戸層群の体積　 （　E2　1 ）
6096000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　F－1 流域面積O．232K㎡

断面位置図

　　o　　　
q

　　　　　〆　キ　ヤ　　　　　、　／、　／　　　交

女～械

　／や

疫3へ㌔ん
　　、　　　／
　　へ．、　　　．角
　　　、境　　　〆　　　ト
　　　　　ヤ　　　　　受　　　■
　　　　　　　へ　　　　　　　乗　　　／
　　　　　　　　　、　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　受～

　　　　　瀬戸層群の面積占有率 46％

断面　No， 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面圃体積m3

1 o．oo
o．oo

100 0
2 0．00

o．oo 〃
o

3 0．00
o．oo 〃

0
題 O．OO

O．OO 〃
0

5 0．00
46．17 〃

4617
6 92．34

406．53 〃
40653

1 720．12

2265．42 〃
226542

8 3810．12
4278．77 〃

427877
9 4747．43

3426．71 〃
342671

↑0 2106．00
1053．00

50 52650
11

o．oo

12

13

14

15

16

17

合　　　計 10950日

流域内の瀬戸層群の体積 （　Fl　　　　　　　　）
1095000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　G－1 賎洞川 流域面積O．061K㎡

断面位置図

〇

一
L

ψ

〇

一
1

〇

一
、

6

〇

一
～

ゆ

ピ
1

一

瀬戸層群の面積占有率　　90％

断面　閥o． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 O．OO
988．90

100 98889

2 1917．79
1955．29 〃

195529

3 1932．79
2238．23 〃

223823

4 2543．61
1271．84

go 114465

5 o．oo

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合　　　計
632706

流域内の瀬戸層群の体積　　（G1＋　　　＋　　　＋　　　）
633000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　G－6 賎洞川 流域面積O．042K㎡

断面位置図

o
σ

　、、

　3＼

7

o
σ

＼3
Qσ

＼

～

σ

／

瀬戸層群の面積占有率　100％

断面　陶． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 0．00
1593．30

100 159329
2 3可56，59

4818．57 〃
481157

3 6448．55
4262．98 〃

426297
4 2D77．40

1038．70 7．5
77go

5 0，eo

6

7

8

9

10

”

！2

13

14

15

16

17

合　　　計
1075174

流域内の瀬戸層群の体積 （G6＋　　　＋　　　＋　　　）
1015000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　G－7 賎洞川 流域面積O．019K㎡

断面位置図

G7－4

G　一

G7一

G

瀬戸層群の面積占有率　100％

断面　閃o， 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

¶ 0．00
849．66

70 59475
2 1699．31

3072．37
60 1843刈2

3 4445．43
2222．72

30 66681
4 o．oo

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合　　　計
310499

流域内の瀬戸層群の体積　　（G7＋　　　＋　　　＋　　　）
310500



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　G－8 賎洞川 流域面積　O，252K㎡

断面位置図 G8－8
8一

G8－6

G8－5

8一

』

G8
2G8－1

瀬戸層群の面積占有率　　85％

断面　No． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1
叫‘o．η得

6845．66
3662．30

100 366230

2

9553．59
8199．63 〃

819962

3

6639・31
8096．45 〃

809545

4

10375．77
8507，54 〃

850754

5

9185．06
9780，42 〃

978041

6

5891，52
7533．29

50 376914

7

O，00
2945，76

45 132559

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合 計
4334106

流域内の瀬戸層群の体積　 （G7＋G8＋ 十 ）
4645000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　G－9 賎洞川 流域面積　1．559K㎡

断面位置図　、、へ
　　　　　09　　、b

　　　　　　096

　　餌　～　5
q　－～

o　　　　～
ら　　　ヤ

　7ド／　、～
　の　　　　　む
　　リ　　ヤ　　O　q’　q
　　　66q

　 ら

9　へo　　／

O　　b
　q　o　　匂
　　　氏　6　　－
　6

　9　0

　〆90

　〉

嚥戸層群の面積占有率
72％

断面　陶， 　断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 4000．41
7947．36

100 794736
2 11894．26

14719．30 〃
1471930

3 17544．34
16027．20 〃

1602720
4 14510．01

14465．52 〃
1446552

5 14420．98
14463．79 〃

1446379
6 14506．60

14412．75 〃
1441275

7 14318．90
11934．89 〃

1193489
8 9550．89

9631．01 〃
963107

9 9711．25
14019．28 〃

1401928
10

18327．31
15697．27 〃

1569727
11

13067．23
15929．89 〃

1592989
12

18792．56
11358．18 〃

1735818
13

15923．81
14982．81 〃

1498281
14

14041．81
8886．32 〃

888632
15

3730．84
2735．06 〃

273506
16 1739．28

869．64 〃
21741

17
O．OO

合　　　計
19072042

流域内の瀬戸層群の体積 （　G　1　・　6　・　7　。　8　十　G　9　〉
25425500



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　G－10 賎洞川 流域面積2．379K㎡

断面位置図

o
デo

、

ピ

o

　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　〇
　　　　　　　　　　〇　、　　　　　　　　o’　　　　　　　　　　デ　　デ　　　　　　　　ー　 ピ

　　　　　　　ー　o　ζ）o
．巳麗畿巳靴と継
OoO　l、　l　l　o、　　　　　　　　　　OD

　　ρ　 の

∫
　分

、　一
一　　　　 一

　〇“

　　一　〇〇

瀬戸層群の面積占有率　　66％

断面　No． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1～10 o．oo
40．80 ↑oo

4080
11

81．61
273．59 〃

21359
12 465．57

498．91 〃
49891

13 532．25
1025．54 〃

102554
14

1518．83
↑693．06 〃

169306
15

1861．29
2933．34 〃

293334
16

3999．39
4706．82 〃

470682
17

5414．26
4861．21 〃

486121
18

4308．17
6615．21

70 463069
19

8922．38

20

21

22

23

24

25

26

合　　　計
2066397

流域内の瀬戸層群の体積 （G－　1　0十G－　9　〉
27492000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　G　Nα1 賎洞川 流域面積O．OO3脱㎡

断面位置図

G　o1一
Gno1－2

Gno1－4

Gロ01－1

瀬戸層群の面積占有率　冊0％

断面　騰o． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間休積m3

1 ○．09

267．52
50 13376

2 535．03
396．24 〃

19312
3 257．45

128．73
5 643

4 o．oo

5

6

7

8

9

10

11

12

13

↑4

15
｝

16

17

合　　　計
33831

流域内の瀬戸層群の体積 （　　G睡Ql　　十　　　　十　　　　）
34000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　G　Nα2 賎洞川 流域面積　O．727　試㎡

断面位置図
　向　、　～
　ノ　ヤ

～　／　　、
o　～　

、
々　o

o　δ　　～

　　o　　々　　㌧　　o
　　　、　　　／
　　～
　　o　　o　　～
　o　　o　　！
　　　“　　～　　　O　　O　　へ　　　　　　　　　　　　！　　、
　　　　亀　　〆　　　偽　　　　　　　　　〆
　　　q　曳　 o　 ／　　栖　　　　o　～

　　　　。。編＆　　Z伽　　心。

　　　　o　　o　ご　　o　　　　　　　o
　　　　　ウ　 o　　心　　o
　　　　　o　　　　o　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　o

　　　　　　　瀬戸層群の面積占有率　　82％

断面　国o． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間休積m3

1 o．oo
271．68

20 5433
2 543．35

3781．29
100 373129

3 7019．23
6916．31 〃

691631
4 6813．39

6801．57 〃
680157

5 67ag．75
12558．53 〃

1255853
6 18327．31

15697．27 〃
1569727

7 13067．23
15929．90 〃

1592990
8 18792．56

17358．19 〃
1735819

9 15923．81
14982．81 〃

1498281
¶0 14041．81

8886．33 〃
888633

11
3730．84

2735．04 〃
273504

τ2 1739．23
869．62

25 21740
13

0．OO

14

15

16

17

合　　　計
10586898

流域内の瀬戸層群の体積　　（　GNα2＋G6＋G1　　）
12368500



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　G　NQ4・　賎洞川 流域面積O，099K㎡

断面位置図

Gno4－7

G　o4－8

GnO4－6

　　　Gno4－5　　　　　　Goo4－q

　　　　　　　　　G［彊Q4－3
　　　　＼＼
　　　　　　！ズ

　　　　　　　　　v

Gno4 2

Gn　4－1

瀬戸層群の面積占有率　　75％

断面　阿o． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 O，00

2 516，43

258．22
100 25821

1429．22
972．83 〃

97282

3

3032，61
2230．92 〃

223091

4

5854．32
4443，47 〃

444364
5

4748．30
5301，31 〃

530131

6

3309．96
4029．13 〃

402913
7

0．00
1654．98

25 41314
8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合 計
17649GO

流域内の瀬戸層群の体積　 （　Gぬ4　＋ 十 〉 π65000

35



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　G　ぬ7　　賎洞川 流域面積0．025K㎡

断面位置図

　　　　Gno7－1
GnO7－2

Gno7－3

　　Gno7－4

瀬戸層群の面積占有率　　88％

断面　No． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1
O．00

1272．55
100 127254

2 2545．09 一　　

　2812，80 〃
281279

3 3080．50
1540．25

50 77012
4 o．oo

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合　　　計
485546

流域内の瀬戸層群の体積　　（　G瞼7　　＋　　　＋　　　）
486000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　G　瞼9　　賎洞川 流域面積O．010K㎡

断面位置図

Gno9－2

Gno9一一3

Gno9－1

瀬戸層群の面積占有率　　97％

断面　No． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3
1 o．oo

658．56
100 65856

2 1317．12
658．56

88 57953
3 0．OO

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

11

合　　　計
123809

流域内の瀬戸層群の体積　　（　GNQ9　　＋　　　＋　　　）
124000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　H－1　3 流域面積0，068K㎡

断面位置図 H3－7

　　H3－6H3－5

H3－4

113－3

H3－1　瀬戸層群の面積占有率　　99％

断面　面． 断面積　　㎡ 平均断面穰㎡ 断面間距離m 断面間体積m3
1 o．oo

O．00
10 o

2
0．00

1446．70
100 144670

3 2893．40
2747．09 〃

274708
4 2600．77

2741．88 〃
274188

5
2883．00

2762．02 〃
276202

6 2641．04
1320．52 〃

132052
7 o．oo

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合　　　計
1101821

流域内の瀬戸層群の体積 （　H1・3　　　　　　　　〉 1τ02DOO



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　H－4 流域面積O．164K㎡

断面位置図

　　　　づ
　　　　？
　　　　　ヤ　　づ　　　炉
　　＆
　　　ρ
駁イ奪

！

　　　　　う　　　　手
　　φ　　　　レ　　　　P
　　　㌢　　　　　、　　　　　、
評　　　　、　　　σ’　　　A
P　　　　　ひ

＼

　ン

づ
P

、

伊

瀬戸層群の面積占有率　　99％

断面　肋。 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 o．oo
951．73

100 95772
2 1915．45

2750．30 〃
215030

3 3585．15
3818．51 〃

381858
4 4051．87

4421．36 〃
442136

5 4790．85
6145．58 〃

614557
6 1500．30

7911．25 〃
791125

7 8322．20
4161．10 〃

416110
8 0．00

9

10

11

12

13

14

15

16

1了

合　　　計
3016582

流域内の瀬戸層群の体積 （　H4＋　　　＋　　　　　）
3017000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　H－6 流域面積O．310匡㎡

断面位置図 o
／

o
＝

頃

『

o
甲
哨

　　　マ　　ヘ
＼），1一＿ノ　』
　　　｝　　　一　　　　　　　　〇

　　　　　　　工
＼，ピィ　＼ノ〆
〉

一レー＼

　　　N
　　　『
　　　o
一＼　　　噛
　、

I
o

瀬戸層群の面積占有率　　60％

断面　面． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

11 0．OO

2 12d，93
62．47

100 6246

3 891．88

208．41 〃
50840

4 1420．54
1156．21 〃

115621

5 2339，45
1879．99 〃

187999

6 O．00
1169．了3

90 105275

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合 計
465982

流域内の瀬戸層群の体積　 （　H6＋H3　4 ）
4584000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　H－7 流域面積　O．！75K㎡

断面位置図

　　　遭
　　　1　　～
　　　へ　　　　　　o　　　専　　！　　、
　　　　へ　　　　　　　　1
　　　　毎　　1　　へ
　　　　　　へ　　　　　　　　鳶　　　　　　鳶

o
！　　　ヘ

ヘ

　　ノ之　　へ

　　鳶

り

／　　い
へ　　 ！　　　や
ヤ
、　　　ヘ　　　 ノ

　　　　　　的　々　　へ
　　　≧　　

！

　　　　　へ　　　へr　　　　、
　　　　　毎　　／　　　ノ
　　　　　　　ヘ　　　　 ヘ

　　　　　　　迦　　　t

瀬戸層群の面積占有率　　99％

断面　柵， 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m

1 173呂．15
2097．36

100 209736
2 2406．56

1989．06 〃
198906

3 1571．56
2102．28 〃

212028
4 2633．OO

2526．08 〃
252608

5 2419．16
2281．77 〃

228777
6 2155．98

2785．86 〃
278586

7 3415．73
4了52．49 〃

475249
8 6089．24

5565．63 〃
556563

9 5042．02
4745．50 〃

474550
10

5786．29
5117．64 〃

511764
11

4448．98
2224．49

75 166836
12

o．oo

13

14

15

16

17

～
合　　　計

3565623

流域内の瀬戸層群の体積　　（H7＋　　　＋　　　＋　　　）
3566000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　H－10 流域面積o．220K㎡

断面位置図
“1 o’5

　Hlo一

　　へ
　　．1＼
、“o’）

ノ
“、o’2

“10r玉

瀬戸層群の面積占有率　　64％

断面　No． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面周距離m 断面間体積m3
I　　　　　　　　　　　　　I し 11 O．00

2 134，1↑
67．06

50 3352

3 984．97

559．54
100 55954

4 1788．15
1386。56 〃

138656

5 O．00
894．08

30 26822

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合 計
224785

流域内の瀬戸層群の体積1（　HlO＋H7＋ 〉 3790000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　H－11 流域面積O．727K㎡

断面位置図

　　へ　　、　　
o

～　，　　、　　　　　　qり
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

1　　　ぐ　　」F‘　　鳶
ヤ
、　　　　　　　　　＼

へ
！

t　　　o

　　1　　　　　　漸　　ミ　　　ノ
　　　　　　ノ　　　　　　　　例　　　　　鳶　　1　　　　　　　、　　　～
　　　　　　　キ　　　　ノ　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　≒　　　1
　　　　　　　　　　　t

瀬戸層群の面積占有率　　11％

断面　No． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1
0．00

O．00
100 0

2 0．00
O．00 〃

o
3 O．00

O．00 〃
0

4
0．00

0．OO 〃
0

5 O．OO
O．00 〃

o
6 o．oo

O．OO 〃
0

7
o．oo

17．06 〃
1706

8 34．12
144．92 〃 1449↑

9 255．71
395．88 〃

39588
10 536．05

852．48 〃
85247

11
1168．90

534．45
50 29222

12
0．00

13

14

15

16

17

合　　　計
170255

流域内の瀬戸層群の体積 （　　H＋H　1　0　十H　6　　　　）
8545000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　 1　晦24・ 流域面積O．058K㎡

断面位置図

124－1
【2　　2

　　　　　124－5

　　　　124－4

124－3

瀬戸層群の面積占有率 0％

断面　No． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面悶体積m3

1 O．00
0．00 ¶00 o

2 o．oo
o．oo 〃

o
3 O．00

O．00 〃
0

4 o．oo
O．00 〃

0
5 O．OO

o．oo
40 o

6 0．OO

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合　　　計
o

流域内の瀬戸層群の体積 （　INα24　　　　　　　）
o



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　」一1 正馬様洞 流域面積O，OO6民㎡

断面位置図

J1－4

Jl－3

」1－2

J　l 1

瀬．戸層群の面積占有率　100％

断面　齢． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3
．

凸　δA　」＿＿1 o．oo

2 1631，52
815．76

50 40788

3 2359，68
1995．60 〃

99780

4 0．00
1179．84

25 29496

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合 計
170064

流域内の瀬戸層群の体積　　（J1十 十 十 ）
170000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　 」一2 正馬様洞 流域面積O，019K㎡

断面位置図 J2－5

J2 4

J2－3

」2－2

JZ 1

　瀬戸層群の面積占有率 99％

断面　齢． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間亜離m 断面間体積m3

1 0．00
1474．13

50 73706
2 2948．26

3235．10 〃
161755

3 3521．94
3380．41 〃

169020
4 3238．88

1619．44
38 61538

5 o．oo

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合　　　計
466000

流域内の瀬戸層群の体積
466000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　」一4　5　　正馬様洞 流域面積0．040K㎡

断面位置図

」5－5

」5－4

」5’3』

、マ・5’

　　」5－1

瀬戸層群の面積占有率　　95％

断面　恥． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 　　　　　〔断面商体積m」

1 398．78
1074．60

30 32238
2 1750．43

2549．20 32．5
82849

3 3347．98
4901．32

100 490132
4 6454．67

3227．33
80 258↑86

5 O．OO

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

↑6

17

合　　　計
863000

流域内の瀬戸層群の体積
863000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　」一6 正馬様洞 流域面積O．041K㎡

断面位置図

ゾ 6
　＼ マ

ゾ
σ

　、

　　♂σ
ノ八ウ

＼3

／r／

56＼～

！

瀬戸層群の面積占有率　　81％

断面　No， 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面面距離m
一♂　一　【溜　8’　袖　　　3断凹圓停積m

1 o．oo
879．70

100 87970
2 1159．40

3008．52 〃
300852

3 4257．64
2128．82

80 170305
4 0．00

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合　　　計
559000

流域内の瀬戸層群の体積
559000



釣

東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　J－7 正馬様洞 流域面積0．465K㎡

断面位置図～〇二

　　　　、　－　動
　　　　　ヘ

　　　　　　　　ヨ
　　　　　5爪－＼＼

　　　　　　　へ■、
　　　　　　｝　∠
　　　　　　　　イb＼、
　　　　　　　、へ　　もきへ
　　　　　　　　　ん〆
　　　　　　　　　》ギィラ～
　　　　　　　　　　〆ノ
　　　　　　　　∠』ノ’
　　　　　　　　　　〆〆’
　　　　　　　　　シ

　　　｛　　　　ヤγア
　　で　　〆
＾1　／～

　＼
へ乃　　　λ
　　　　　『　　う　　／　へ　｝
　　　儀　　　／　　　へ　　もイ　　　　　　　　 ぎ

　　　　　／　　　　、へ

　　瀬戸層群の面積占有率 60％

断面　No， 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 O．OO
875．30

100 ε7530
2 1750．60

4180．63 〃
418063

3 6610．66
5799．50 〃

579950
4 4988．35

7544．45 〃
754445

5 10100．56
10631．79 〃

1063179
6 11163．03

8303．24 〃
830324

7 5443．46
5772．22 〃

577222
8 6100．99

4257．98 〃
425798

9 2414．98
1207．49

80 96599
10

0．00

11

12

13

14

15

16

17

合　　　計
4833113

流域内の瀬戸層群の体積　　（J－4　・5・6＋J－7）
6256000



引

東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　J－8 正馬様洞 流域面積0． K㎡

断面位置図

へ

鋭 ！ζへ

　　・　＼幻＼＼

　　　　瑠
　　　　　　　サ　　　　　＼　〆
　　　　　＼3

例
！

の
、

～

〆㍗　　　　　争 畜

ヘ

調蚊　　／

　　M
　 （調

　　　　　～　　　　’

へ1
口P

、

蕊

～

、

瀬戸層群の面積占有率　　47％

断面　No． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 o．oo
O．OO

50 o
2 0．00

o．oo
80 o

3 o．oo
O．00

100 o
4 O．00

740．49 〃
74049

5 1480．99
1983．76 〃

198376

6 2486．53
1243．26

80 99461

7 O．OO

8

9

10

11

12

13

14

↑5

16

17

合　　　計
371886

流域内の瀬戸層群の体積　　　　　（」 8＋J－7）
6627500



峯」

東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　」一9 正馬様洞 流域面積O．816K㎡

断面位置図、
　　　　　7
　　　　　0、σ、
　　　　、、

　、r』．
ノ、q臣ま
、払
　　、　免

　　　♀
’

自

、

x　A

　’　　　マ
　　　r　　　偽
　、　　　軌　　　’　　　内
　　㌧　　　q　　　’　　　、
　　　　、　　　σ、　　　1
　　　　　　、　　　c、
　　　　　　　　、㌣

プ　　　∩
　　　メ　＼
　＼　 ’イ

　瀬戸層群の面積占有率 21％

断面　No． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 O．00
96．22

100 9622

2 192．44
383．52 〃

38352

3 574．60
431．96 〃

43196

4 289．33
437．50 〃

43750

5 585．67
11了9．03 〃

117903

6 1772．40
1011．09 〃

101109

7 249．79
174．27 〃

17427

8 98．75
728．94 〃

72894
9 1359．14

2139．50 〃
213950

10 2919．86
1459．93

30 43797
11

O．OO

12

13

14

15

16

17

合　　　計
702002

流域内の瀬戸層群の体積
（　J　－　9　十　J　－　8　）

7965000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　」ぬ14　　正馬様洞 流域面積O．013K㎡

断面位置図

Jnol4－2
　J　o14－1

イ

Jno　4－3

瀬戸層群の面積占有率　　92％

断面　醐0． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面聞距離皿 断面間体積m3

1 O．OO
805．69

100 80569
2 1611．37

805．69 ”
80569

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

11

合　　　計
161000

流域内の瀬戸層群の休積
161000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　丁

2 柄石川上流 流域面積O．210K㎡

断面位置図

T2－6

T2－5
　T2－4

T2－

T2－2
　　　　些I
　T2－1　』、

瀬、戸層群の面積占有率　　75％

断面　No， 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 538．65
652．25 100 65225

2 765．85

4037．43 〃 403初3
3 7309．02

8873．60 〃
887360

4 10438．18
8465．56 〃

846556
5 6d92．94

3246．4了
70 227252

6 0．00

7

8

9

10

τ1

12

13

14

15

16

17

合　　　計
2430000

流域内の瀬戸層群の体積 2母30000

㌧轟



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　丁一3①　　柄石川上流 流域面積　0．946K㎡

断面位置図

　①一

①一16

Ψ Ψ

D－1
4 ①

10 ①
8

① 1 一5 ①一35
① 6 ①一2

①
4

①

①一13①一1・①一9①一7

①一1

瀬戸層群の面積占有率　　76％

断面　隠o． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 O．00
¶900．39

20 38007
2 3800．77

6970．23
100 697023

3 10139．68
13367．03 〃

1336703
4 16594．38

16314．30 〃 ¶631430
5 16034．21

12916．36 〃
1291636

6 9798．51
10627．71 〃

1062771
1 11456．91

9352．29 〃
935229

8 7247．67
8142．64 ”

814264
9 9037．60

8235．84 〃
823584

10
7434．08

1736．93 〃
773693

11

9300．35 〃
930035

12
10560．92

8259．29 〃
825929

13
5957．66

6409．89 〃
640989

14 6862．12
10233．44 〃

1028844
15

13714．75
6857．38 〃

685738
16 o．oo

17

合　　　計
13516000

流域内の瀬戸層群の体積
13516000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　丁 3②　　柄石川上流 流域面積1．226K㎡

断面位置図

◎
、

一

酉

　　㊥
　㊥　1
㊥　1　“
1　畠
ψ

／

⑲
ト

ひ

→

も

八

瀬戸層群の面積占有率　　71％

断面　No． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3

1 o．oo
5573．90

120 668868
2 11147．80

go37．oo
100 903200

3 6916．11
8406．70 〃

840610
4 9891．29

8597．53 〃
859753

5 7297．77
9000．67 〃

900067
6 10703．56

10621．20 　　　　　　　〃
1062120

7 10538．84
7645．86 〃

764586
8 4752．88

6971．OO 〃
697100

9 9189．03
了724．61 〃

772461
10

6260．19
6420．26 〃

642026
11

6580．33
5733．27 〃

573321
12

4886．21
2786．73 〃

278613
13 637．25

1095．15 〃
109515

14 1503．05
3628．90

’ノ
362890

15
5754．74

2877．31
50 143868

16
0．00

1ア

合　　　計
9579124

流域内の瀬戸層群の体積　　（T3②＋T2）
12009000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号　流域名　丁一4 柄石川上流 流域面積0．090K㎡

断面位置図
T4

一5

T4一

T4－3

T4－2

T4－1

瀬戸層群の面積占有率　100％

断面　Ho． 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面間体積m3
1

O．00
2539．17

100
25391ア2

5078．34
8443．93 〃 844393

3
11809．53

11463．73 〃 1146373
4

11117．93
5558．96

50 277948
5

0．OO

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

合　　　計 2523000

流域内の瀬戸層群の体積
2523000



東濃地域瀬戸層群体積集計表
流域番号・流域名　晦25 流域面積0．062民㎡

断面位置図

1一一3
11－2

11－L

1…ノ
11－5

11－6

瀬戸層群の面積占有率　　31％

断面　閥o， 断面積　　㎡ 平均断面積㎡ 断面間距離m 断面閲休積m3

1 O．OO
O．00

100 o
2 O．00

43．了2 〃
4372

3 87．44
3↑7．35 〃

31735
4 541．26

824．57 〃
82451

5 1101．88
550．94

38 20935
6 0．00

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1了

合　　　計
139499

流域内の瀬戸層群の体積　　（　順25　　　＋　　　　　　）
139500



3．瀬戸層群断面図集（32葉）
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